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尚
書
正
義
版
本
小
考

-
八
行
本
『
尚
書
正
義
』
と
九
行
本
『
尚
書
注
疏
』
-

は
じ
め
に

吉
川
幸
次
郎
氏
　
「
尚
書
正
義
定
本
序
」
　
は
、
『
孔
氏
伝
』
　
の
出
現
か
ら
説
き

起
こ
し
、
後
漠
の
馬
融
・
鄭
玄
、
魂
の
王
粛
を
経
て
、
隋
の
二
劉
　
(
劉
熔
・
劉

絃
)
の
成
業
に
拠
っ
て
完
成
し
た
唐
の
孔
穎
達
の
疏
、
す
な
わ
ち
『
尚
書
正
義
』

に
ま
で
説
き
及
ん
だ
後
、
『
尚
書
正
義
定
本
』
作
成
の
意
図
を
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
〔
①
)
。

む
ら

乃
ち
永
徴
よ
り
し
て
後
、
晋
・
家
漸
く
革
が
り
、
端
供
の
刻
、
魯
・
魚

あ

や

ま

　

こ

こ

猶
ほ
泳
ぐ
。
此
れ
由
り
教
本
、
爾
い
よ
出
で
て
爾
い
よ
誤
る
。
愛
に
近

お
上

代
に
踵
び
、
接
す
る
者
始
め
て
盛
ん
な
り
。
皇
朝
に
山
井
鼎
有
り
、
赤

願
に
賓
召
南
・
浦
鐙
・
慮
文
招
・
阪
元
の
等
有
り
。
各
お
の
掃
某
に
勤
め

た
が

て
、
遮
ひ
に
積
薪
有
り
。
然
れ
ど
も
賓
・
浦
の
時
、
菖
本
多
く
伏
し
、

あ

　

　

　

　

　

　

　

た

く

ま

　

　

　

　

し

ば

億
し
て
は
則
ち
未
だ
中
た
ら
ず
、
私
見
を
達
し
く
し
て
は
屡
し
ぼ
失
ふ
。

や

や

　

　

　

　

　

　

　

　

か

へ

つ

　

す

く

山
井
と
院
と
は
、
采
獲
す
る
こ
と
柑
備
は
る
も
、
博
く
し
て
乃
て
要
寡

野
間
　
文
史

な

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

カ

な
く
、
異
字
を
列
ね
て
断
ず
る
美
し
。
後
生
を
し
て
若
鳥
に
か
去
就
せ
し

い

ま

　

　

　

　

　

か

く

　

ご

と

　

　

あ

は

め
ん
と
欲
す
る
や
。
今
者
同
人
は
其
の
斯
の
若
き
を
懸
れ
み
、
謹
み
て

つ
く

庸
愚
を
喝
し
、
比
の
定
本
を
成
す
。
其
の
校
勘
の
例
は
、
徴
引
す
る
こ

は

じ

め

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

た

が

と
惟
れ
博
し
。
秘
関
の
軍
疏
は
、
首
と
し
て
海
内
の
孤
本
に
遵
ひ
、
足
利

わ
た

の
八
行
は
、
復
た
千
里
を
捗
り
て
重
ね
て
校
す
。
明
清
公
私
の
刻
は
、

こ

と

ご

と

　

ナ

乾
嘉
近
賢
の
注
に
及
ぶ
ま
で
、
凡
そ
異
同
有
れ
ば
、
畢
　
く
綜
べ
ざ
る

は
美
し
。
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以
上
は
、
唐
初
の
『
尚
書
正
義
』
の
完
成
の
後
、
千
数
百
年
に
わ
た
る
時
代

の
経
過
の
う
ち
に
生
じ
た
あ
ま
た
の
文
字
の
誤
り
を
正
し
、
孔
穎
達
撰
進
の
原

形
に
ほ
ぼ
返
し
え
た
と
い
う
、
『
尚
書
正
義
定
本
』
に
対
す
る
吉
川
氏
の
自
信

に
満
ち
満
ち
た
宣
言
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
と
な
る
の
が
　
「
讃
尚
書
注
疏

記
」
〔
②
〕
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
現
代
日
本
語
訳
『
尚
書
正
義
』
〔
③
〕
　
を
加
え
た

三
部
作
は
、
あ
え
て
日
本
に
限
定
す
る
必
要
は
な
く
、
経
学
研
究
の
金
字
塔
で

あ
る
、
と
筆
者
は
高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
三
部
作
の
完
成
よ
り
す
で
に
七

十
年
に
垂
ん
と
す
る
に
、
こ
と
経
書
に
関
し
て
は
こ
れ
を
凌
ぐ
も
の
、
あ
る
い
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は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
が
完
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
を
充
分
に

裏
書
き
す
る
で
あ
ろ
う
〔
◎
㌔

と
こ
ろ
で
周
知
の
よ
う
に
、
近
時
、
中
国
と
台
湾
の
双
方
か
ら
標
点
本
『
十

三
経
注
疏
』
が
出
版
さ
れ
た
。
十
三
経
注
疏
整
理
委
員
会
(
李
学
勤
主
編
)
　
『
標

点
本
十
三
経
注
疏
(
簡
体
版
)
』
(
北
京
大
学
出
版
社
一
九
九
九
)
・
同
繁
体
版
(
二

〇
〇
〇
)
　
と
國
立
編
譚
館
主
編
『
十
三
経
注
疏
分
段
標
鮎
本
』
　
(
新
文
里
出
版
公

司
　
二
〇
〇
〇
)
　
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と

に
、
こ
の
二
種
類
の
標
点
本
に
は
少
な
か
ら
ぬ
不
備
が
存
在
し
て
い
る
。
嘗
て

筆
者
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
〔
⑤
〕
。
極
端
な
言
い
方
を
す

れ
ば
、
本
文
校
定
に
限
定
し
て
み
て
も
、
二
百
年
前
の
嘉
慶
阪
元
本
に
ま
で
立

ち
戻
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
玩
元
以
降
の
研
究
成
果
が
ほ
と
ん
ど
踏
ま

え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
両
標
点
本
が
『
尚
書
注
疏
』
に
つ
い
て
、

吉
川
氏
『
尚
書
正
義
定
本
』
を
利
用
し
て
い
な
い
の
は
、
筆
者
に
は
理
解
で
き

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

私
事
で
恐
縮
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
経
学
研
究
は
、
常
に
こ
の

吉
川
氏
の
三
部
作
を
教
科
書
と
し
、
高
い
目
標
と
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
『
春
秋
正
義
』
に
応
用
す
べ
く
、
遅
々
た
る
歩
み
を
続
け
て
い
る
次
第

で
あ
る
〔
⑥
〕
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
吉
川
氏
　
「
定
本
序
」
　
で
は
、
前
掲
の
自
信
に
満
ち
た
宣

言
に
続
け
て
、
一
抹
の
不
安
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
〔
⑦
〕
。

ま

さ

　

ゆ

　

　

　

　

　

こ

も

但
だ
革
車
方
に
邁
き
、
羽
放
交
ご
も
流
る
る
を
以
て
、
崔
家
金
源
の
刻

い
た
づ
ら

は
、
尚
は
目
観
を
隔
て
、
清
宮
九
行
の
本
は
、
徒
に
神
往
を
努
す
。
岡
羅

お

よ

　

　

　

た

の
逮
ぶ
所
、
惟
だ
斯
れ
の
み
を
恨
と
焦
す
。

つ
ま
り
当
時
の
不
幸
な
政
治
状
況
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
、
校
勘
の
資
料

収
集
に
は
網
羅
を
期
し
た
の
で
あ
る
が
、
二
つ
の
版
本
を
見
る
に
及
ん
で
い
な

い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
　
「
崔
家
金
源
の

刻
」
　
と
は
、
現
在
北
京
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
尚
書
注
疏
』
　
(
崔
氏
銭
琴
銅
剣
棲

書
目
)
　
〔
⑧
〕
を
指
し
、
も
う
一
つ
　
「
清
宮
九
行
の
本
」
　
と
は
、
現
在
台
北
故
宮

博
物
院
蔵
の
『
附
梓
文
尚
書
注
疏
』
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
「
定
本
序
」
は
、

そ
の
不
安
を
振
り
は
ら
う
か
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
次
の
如
く
続
け
る
〔
⑨
〕
。

然
れ
ど
も
皆
な
軍
銃
の
裔
、
十
行
の
倫
な
れ
ば
、
則
ち
損
益
す
る
所
、
其

れ
知
る
べ
き
の
み
。

も
と
よ
り
吉
川
氏
の
こ
の
主
張
は
妥
当
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
『
五
経

正
義
』
の
刊
本
と
し
て
は
　
「
単
疏
本
」
　
が
最
も
早
く
、
次
い
で
刊
刻
さ
れ
た
の

が
最
初
の
経
注
疏
合
刻
本
た
る
越
刊
　
「
八
行
本
」
　
で
あ
る
。
そ
し
て
　
「
崔
家
金

源
の
刻
」
　
と
　
「
清
宮
九
行
の
本
」
　
と
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
後
の
刊
刻
に
か
か
る

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
　
「
損
益
す
る
所
、
其
れ
知
る
べ
き
の
み
」
　
と
は
、

一
応
納
得
の
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
筆
者
が
こ
の
た
び
吉
川
氏
の
い
わ
ゆ
る
　
「
清
宮
九
行
の
本
」
　
(
以
下

「
九
行
本
」
と
略
称
)
、
す
な
わ
ち
故
宮
博
物
院
蔵
『
附
愕
文
尚
書
注
疏
』
二
十

巻
を
調
査
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
完
璧
と
考
え
て
い
た
吉
川
氏
の
業
績
、
と
り

わ
け
「
讃
尚
書
注
疏
記
」
に
は
、
若
干
打
修
正
を
必
要
と
す
る
部
分
が
存
在
す

る
と
の
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
こ
れ
ま
で
　
「
九
行
本
」
　
の
本
文
を
精
査
し
た
研
究
は
、
管
見
の
及

110



尚書正義版本′ト考(野間)

ぶ
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
実
は
本
稿
で
も
　
「
九
行
本
」
全
書
に

わ
た
っ
て
調
査
す
る
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
「
讃
尚
書
注
疏
記
」
　
が
取
り
挙
げ

た
部
分
に
限
っ
て
検
討
し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の
た
び
は
こ
の
段
階
で
ひ
と
ま

ず
報
告
し
、
大
方
の
批
判
を
仰
ぐ
こ
と
と
し
た
い
。

さ
て
そ
の
結
論
を
あ
ら
か
じ
め
述
べ
る
と
す
る
な
ら
、
一
点
目
は
、
や
は
り

吉
川
氏
が
　
「
清
宮
九
行
の
本
」
　
を
用
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
く
る
判
断
の
不

備
が
存
在
す
る
こ
と
、
二
点
目
に
、
そ
の
比
較
の
対
象
と
し
て
　
「
八
行
本
」
を

併
せ
て
検
討
し
た
結
果
、
吉
川
氏
の
　
「
八
行
本
」
　
に
対
す
る
認
識
に
も
修
正
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
大
き
く
は
以
上
の
二
つ
が
指
摘
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
は
結
局
　
「
九
行
本
」
　
に
対
す
る
評
価
と
も
連
動
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

一
　
単
疏
刊
本

本
稿
の
主
た
る
目
的
は
、
「
九
行
本
」
　
を
調
査
し
た
結
果
を
報
告
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
『
五
経
正
義
』
刊
刻
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
「
単
疏
刊
本
」
・
越
刊
「
八

行
本
」
　
に
つ
い
て
解
説
し
た
う
え
で
、
「
九
行
本
」
　
に
及
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
嘗
て
先
学
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
、
以
下
の
よ
う
に
述

べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
〔
⑳
〕
、
重
複
を
厭
わ
ず
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

唐
の
孔
穎
達
が
撰
進
し
、
長
孫
無
忌
等
に
よ
っ
て
奉
ら
れ
て
天
下
に
頒
布

さ
れ
た
『
五
経
正
義
』
は
、
五
経
の
経
博
文
・
注
文
を
含
ま
な
い
　
「
疏
」

の
部
分
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
軍
琉
本
」
と
い
う
。
こ
の
「
軍
疏
本
」

は
宮
本
に
よ
る
侍
承
の
時
代
を
長
く
経
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
最
初

に
印
刷
本
の
形
で
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
北
采
の
太
宗
　
(
在
位
九
七
六
-
九

九
七
)
　
の
端
扶
元
年
　
(
九
八
八
)
　
か
ら
淳
化
五
年
　
(
九
九
四
)
　
に
か
け
て

の
こ
と
で
、
こ
れ
を
　
「
國
子
監
本
」
　
と
い
う
。
後
に
金
軍
に
よ
っ
て
版
木

が
持
ち
去
ら
れ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
に
は
現
存
す
る
も
の
が
無
い
。

た
だ
こ
の
「
國
子
監
本
」
は
原
本
そ
の
ま
ま
に
南
宋
時
代
(
寧
宗
-
孝
宗
)

に
覆
刻
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
　
「
軍
琉
本
」
　
で
は
學
徒
の
學
習
・
讃
書
に
不
便

で
あ
る
と
い
う
の
で
、
こ
れ
に
繹
博
文
・
・
注
文
を
併
載
し
た
も
の
が
刊
行

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
「
軍
疏
本
」
に
対
し
て
「
繹
注
合
刻
本
」

と
い
う
。
南
宋
の
　
「
越
刊
八
行
本
」
　
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
こ
の
　
「
経
注

合
刻
本
」
　
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
(
孝
宗
)
　
乾
道
　
(
一
二
ハ
五
-

一
一
七
三
)
・
淳
無
　
(
二
七
四
-
二
八
九
)
　
年
間
に
南
新
東
路
茶
蛭
司
で

刊
行
さ
れ
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
　
「
経
注
合
刻
本
」
　
に
、
さ
ら
に
唐
の
陸
徳
明
の
『
経
典

繹
文
』
を
付
加
し
た
　
「
附
繹
音
本
」
　
が
現
れ
る
に
至
っ
た
。
南
末
の
中
葉

以
降
、
福
建
の
民
間
の
書
埠
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
　
「
宋
刊
十
行
本
」
と

称
さ
れ
る
の
が
そ
の
最
初
の
も
の
だ
と
い
う
。
加
藤
虎
之
亮
氏
『
周
超
繹

注
疏
音
義
校
勘
記
』
　
(
無
窮
会
一
九
五
八
)
　
は
、
こ
れ
を
　
(
光
宗
)
　
紹
照

三
年
　
(
二
九
二
)
　
か
ら
　
(
寧
宗
)
　
嘉
定
未
年
　
(
一
二
二
四
)
　
の
間
と
推
定

し
て
い
る
。

111

も
と
よ
り
一
般
論
と
し
て
、
刊
行
年
代
が
よ
り
古
い
版
本
ほ
ど
い
わ
ゆ
る
「
魯

魚
の
誤
り
」
　
は
少
な
い
、
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
「
単
疏
刊
本
」
　
が
貴
重
視

さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
し
て
『
尚
書
正
義
』
に
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
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「
単
琉
刊
本
」
　
が
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
　
「
定
本
序
」
　
で
校
勘
の
資
料
を

列
挙
し
て
い
る
中
に
、

畢
疏
本
　
末
刊
本
　
宮
内
省
園
書
寮
所
蔵
、
沓
金
澤
文
庫
書
。
用
大
阪
毎

日
新
聞
社
秘
籍
大
観
景
印
本
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
そ
の
後
、
こ
の
版
本
は
ま
た
　
「
四
部
叢
刊
第
三
編
」
　
に

も
収
録
さ
れ
た
。

さ
て
こ
の
　
「
単
疏
刊
本
」
　
に
よ
っ
て
の
み
正
し
い
本
文
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

例
は
数
多
い
が
、
今
一
例
の
み
を
挙
げ
る
に
止
め
た
い
　
(
括
弧
内
は
「
院
刻
本
」

の
巻
・
薬
で
あ
り
、
以
下
に
こ
れ
に
放
う
)
。

回
り
(
0
3
邑

此
巳
下
皆
史
述
尭
事
、
非
復
尭
語
。
言
「
女
千
時
」
　
謂
妻
舜
於
是
、
故
停
例
文

○

以
噴
民
、
「
尭
於
是
以
二
女
妻
舜
」
。
必
妻
之
者
、
舜
家
有
三
悪
、
身
鳥
匹
夫
、

忽
納
帝
女
、
難
以
和
協
。
観
其
施
法
度
於
二
女
、
以
法
治
家
観
治
國
、
格
使
治

国
、
故
先
使
治
家
。

右
の
　
「
民
」
字
を
、
『
尚
書
正
義
定
本
』
で
は
　
「
人
」
字
に
校
定
し
た
う
え

で
、
「
讃
尚
書
注
疏
記
」
　
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

○
軍
疏
此
の
如
く
作
る
。
八
行
本
以
下
、
皆
人
を
誤
っ
て
民
に
作
り
、
鳥
に

山
井
氏
浦
氏
慮
氏
阪
氏
皆
民
を
改
め
て
明
と
し
下
の
尭
於
是
以
二
女
妻
舜

に
属
け
て
謹
も
う
と
す
る
が
、
遠
く
軍
疏
の
文
順
な
る
に
及
ば
ぬ
。

こ
れ
は
妥
当
な
見
解
で
あ
る
。
「
単
疏
刊
本
」
　
に
よ
っ
て
の
み
正
し
い
校
定

が
可
能
と
な
る
例
は
、
も
ち
ろ
ん
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
た
だ
、
「
単
琉
刊
本
」

に
よ
っ
て
生
じ
た
誤
り
が
、
後
の
刊
本
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
て
い
る
例
も
ま
た

少
な
く
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
一
例
の
み
挙
げ
る
。

m
凶
〓
-
u
・
N
邑

0
　
　
　
0

百
官
不
承
天
子
、
民
復
不
奉
百
官
、
上
下
不
相
畏
敬
、
「
惟
政
事
其
皆
差
錯
悔

恨
、
不
可
治
理
」
兵
。
故
天
子
須
知
百
官
奉
上
奥
否
也
。

右
の
　
「
官
」
字
と
　
「
不
」
字
に
つ
い
て
、
「
讃
尚
書
注
疏
記
」
　
は
、

○
官
字
、
軍
疏
本
の
み
君
に
作
る
。
い
ま
八
行
本
等
に
従
う
。

○
不
字
、
軍
琉
本
は
脱
し
て
い
る
。
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と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
妥
当
な
校
定
で
あ
る
。

「
単
疏
刊
本
」
　
に
こ
の
よ
う
な
例
が
少
な
く
な
い
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ

ず
「
八
行
本
」
　
以
下
の
版
本
の
存
在
意
義
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
筆
者
の
み

る
と
こ
ろ
、
「
単
疏
刊
本
」
を
継
承
し
て
「
八
行
本
」
　
へ
、
次
い
で
「
八
行
本
」

を
踏
ま
え
て
　
「
十
行
本
」
　
へ
、
と
い
う
よ
う
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
系
統
化
さ
れ
て

は
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
よ
う
だ
【
⑧
)
。
し
た
が
っ
、
て
そ
れ
ぞ
れ
の
版
本
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
価
値
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。
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二
　
越
刊
　
「
八
行
本
」

い
わ
ゆ
る
越
刊
　
「
八
行
本
」
　
に
つ
い
て
の
書
誌
学
的
事
項
に
つ
い
て
は
、
先

学
の
研
究
成
果
に
詳
細
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
こ
れ
に
は
言
及
し
な

い
が
、
現
存
す
る
　
「
八
行
本
」
　
に
関
し
、
吉
川
氏
が
触
れ
て
い
な
い
重
要
な
問

題
が
存
在
す
る
の
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
て
み
た
い
。

さ
て
　
「
定
本
序
」
　
に
は
　
「
脛
注
疏
本
」
と
し
て
次
の
二
本
を
挙
げ
て
い
る
。

八
行
本
　
来
南
新
東
路
茶
規
司
刊
本
。
毎
半
頁
八
行
。
足
利
學
校
遺
蹟
固

書
館
所
蔵
、
即
山
井
氏
考
文
所
謂
宋
本
也
。
有
弘
化
四
年
熊
本
紆
神

氏
景
刊
本
。
今
就
原
書
重
校
。

東
砂
八
行
本
　
景
宋
抄
本
亦
出
自
南
新
東
路
茶
擾
司
本
、
而
輿
足
利
宋
本

時
有
異
同
。
蓋
其
所
接
之
本
、
較
鳥
早
印
、
補
版
少
也
。
又
足
利
宋

本
開
頁
、
此
皆
完
具
。
古
梓
堂
文
庫
所
蔵
、
菖
林
氏
讃
耕
齋
書
。

右
の
う
ち
「
讃
尚
書
注
疏
記
」
で
は
、
「
細
川
氏
景
刊
本
」
を
「
時
習
館
本
」

と
も
称
し
て
対
校
の
資
料
と
し
て
い
る
の
で
、
厳
密
に
言
え
ば
、
「
八
行
本
」

と
し
て
は
三
本
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
足
利
学
校

遺
蹟
図
書
館
蔵
本
　
(
「
足
利
八
行
本
」
と
略
称
)
　
と
、
そ
れ
を
覆
刻
し
た
　
「
細
川

氏
景
刊
本
」
　
(
r
時
習
館
八
行
本
」
と
略
称
)
、
そ
し
て
　
「
景
紗
八
行
本
」
　
と
の
三

本
で
あ
る
。

た
だ
し
注
目
す
べ
き
は
後
者
の
「
景
紗
八
行
本
」
で
あ
る
。
「
足
利
八
行
本
」

と
同
様
に
南
新
東
路
茶
題
司
刊
本
を
祖
本
と
す
る
も
の
の
、
「
足
利
宋
本
と
時

に
異
同
が
有
る
」
　
の
は
、
「
蓋
し
其
の
拠
る
所
の
本
」
　
が
比
較
的
　
「
早
印
」
　
で

あ
り
、
し
か
も
　
「
補
版
が
少
く
」
、
さ
ら
に
は
　
「
足
利
宋
本
の
開
頁
」
　
が
、
こ

の
抄
本
で
は
　
「
皆
な
完
具
」
　
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
吉
川
氏
は
こ
の
　
「
景
紗
八
行
本
」
　
が
拠
っ
た
版
本
の

存
在
に
注
意
が
及
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
そ
の
版
本
が
存
在
し
て

る
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
北
京
図
書
館
所
蔵
本
と
な
り
、
『
北
京
園
書
館
古
籍

善
本
書
目
』
に
、

尚
書
正
義
二
十
巻
　
唐
孔
頴
達
撰
　
宋
南
新
東
路
茶
盤
司
刊
本
(
巻
七
至

八
、
十
九
至
二
十
配
日
本
影
宋
抄
本
)
楊
守
敬
政
　
十
六
冊
　
八
行

十
九
字
小
字
璧
行
同
日
口

と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
版
本
も
ま
た
日

本
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
明
治
の
初
頭
期
、
か
の
楊
守

敬
　
(
一
八
三
九
-
一
九
一
五
)
　
に
よ
っ
て
中
国
に
里
帰
り
し
た
書
物
の
う
ち
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
附
さ
れ
た
楊
氏
の
政
文
は
、
同
じ
く
楊
氏
の
　
『
日
本
訪

書
志
』
所
載
の
も
の
と
表
現
が
若
干
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
政
文
の
方
を
引
用

し
よ
う
。
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末
葉
尚
書
注
疏
廿
巻
。
末
有
紹
無
壬
子
三
山
供
匝
題
識
。
稀
「
六
繹
疏
義
、

自
京
監
・
萄
本
皆
省
正
文
及
注
、
又
篇
章
散
乱
、
覚
看
病
鳶
。
本
司
菖
刊

易
・
書
・
周
種
正
経
注
疏
、
草
見
一
書
、
便
於
披
繹
」
　
云
云
。
故
各
脛
後

皆
有
此
政
、
是
合
琉
於
注
目
此
本
始
。
十
行
本
又
在
其
後
、
惟
十
行
本
板

至
明
猶
存
、
世
多
侍
本
。
此
則
中
土
久
巳
亡
、
唯
日
本
仙
肺
胞
得
見
之
。

載
入
七
脛
孟
子
考
文
。
顧
其
原
書
在
海
外
、
繹
師
徴
引
、
疑
信
参
半
。
余



東洋古典學研究　第23集　2007

至
日
本
、
見
依
位
は
訪
古
志
有
此
書
、
喝
力
捜
訪
、
久
之
乃
聞
在
西
京
大

坂
人
家
。
嘱
書
佑
信
致
求
之
、
往
返
敷
四
、
議
慣
不
成
。
及
余
差
蒲
掃
國
、

道
出
神
戸
、
親
乗
輪
車
至
大
坂
物
色
之
。
其
人
仇
居
奇
不
出
。
余
以
鳥
日

本
古
書
有
所
見
必
得
。
況
此
宋
菓
正
脛
正
注
、
鳥
海
内
孤
本
。
交
皆
失
之
、

留
此
遺
憾
、
幸
掃
装
尚
有
線
金
、
逝
破
憧
得
之
。
摘
書
掃
。
同
行
者
皆
待

干
神
戸
、
方
詫
余
濁
自
入
大
坂
、
及
指
事
掃
束
、
蒼
皇
登
舟
、
莫
不
窺
笑

癖
而
且
癖
、
而
余
不
顧
也
。
書
凡
装
十
冊
、
快
二
冊
、
紗
補
、
亦
是
以
原

書
影
革
、
字
髄
行
款
竜
無
改
易
、
固
不
害
鳥
全
書
也
。
光
緒
甲
申
四
月
廿

五
日
、
神
戸
舟
中
挑
鐙
記
。
宜
都
牌
障
敵
。

隣
膵
政
是
紹
照
壬
子
、
七
脛
考
文
於
後
記
後
誤
「
無
」
鳥
「
興
」
、
匿

氏
十
三
経
校
刊
記
遂
謂
合
疏
干
注
在
南
、
北
宋
之
間
、
又
鳥
仙
匪
勝
之

所
誤
也
。
附
訂
於
此
。

か
ね
て
よ
り
山
井
鼎
『
七
経
孟
子
考
文
』
・
森
立
之
『
経
籍
訪
古
志
』
を
通

じ
て
、
日
本
に
伝
存
す
る
　
「
八
行
本
」
　
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
楊
氏
は
、
日
本

滞
在
中
に
　
「
喝
力
捜
訪
」
　
し
た
結
果
、
大
阪
の
蔵
書
家
が
所
有
し
て
い
る
こ
と

を
突
き
止
め
た
。
値
段
の
交
渉
に
は
難
航
し
た
も
の
の
、
帰
国
直
前
に
な
っ
て

や
っ
と
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

博
覧
の
吉
川
氏
が
こ
の
版
本
の
存
在
を
ご
存
知
で
な
か
っ
た
と
は
到
底
考
え

ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
窺
か
に
思
う
に
、
こ
の
版
本
が
そ
の
全
二
十
巻
の
う

ち
、
巻
七
・
八
・
十
九
二
l
十
の
四
巻
が
補
写
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
過
小
評
価
、

ま
た
当
時
の
国
際
情
勢
の
中
で
、
こ
の
版
本
を
北
京
ま
で
赴
い
て
調
査
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
足
利
学
校
が
所
蔵
す
る
多
く
の
善
本

へ
の
先
入
観
か
ら
く
る
　
「
足
利
八
行
本
」
　
へ
の
過
度
の
信
頼
等
に
よ
り
、
こ
の

版
本
に
目
が
向
か
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

た
だ
筆
者
が
不
審
に
思
う
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
日
本
に
伝
承
さ
れ
て

き
た
こ
の
版
本
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
言
及
し
て
き
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
無

い
こ
と
で
あ
る
。
近
藤
重
蔵
『
正
齋
書
籍
考
』
・
森
立
之
『
経
籍
訪
古
志
』
・

島
田
翰
『
古
文
草
書
考
』
等
に
当
た
っ
て
み
る
に
、
そ
の
記
述
が
見
え
な
い
。

そ
し
て
楊
守
敬
の
政
文
に
よ
っ
て
突
如
と
し
て
そ
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
そ
の
伝
承
の
過
程
が
ほ
と
ん
ど
不
明
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
し

か
し
こ
の
版
本
は
確
か
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
尚
書
正
義
定

本
』
当
時
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
こ
の
版
本
が
、
現
在
で
は
　
「
古
逸

叢
書
第
三
編
」
　
中
に
収
録
さ
れ
、
次
い
で
　
「
中
華
再
造
善
本
唐
宋
編
」
　
の
ひ
と

つ
と
し
て
影
印
出
版
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
検
討
し
た
の
は
「
中
華
再
造
善
本
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
瞥
見
す
る
に
、
日
本
人
の
手
に
な
る
朱
書
の
訓
点
そ
の
ま

ま
に
実
物
大
に
影
印
さ
れ
て
い
る
美
本
で
あ
る
。
地
方
に
居
な
が
ら
こ
の
よ
う

な
稀
親
木
を
実
見
で
き
る
の
は
ま
こ
と
に
有
り
難
く
、
研
究
者
に
と
っ
て
は
幸

福
な
時
代
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
、
こ
の
版
本
の
そ
の
後
の
書
誌
学
的
研
究
は
、
楊
守
敬
の
政
文
を
一
歩

も
出
る
も
の
で
は
な
い
。
博
捜
の
阿
部
隆
一
氏
　
「
日
本
国
見
在
来
元
版
本
志
経

部
」
　
(
斯
道
文
庫
論
集
第
一
八
集
一
九
八
二
　
後
『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
第
一
巻
』
汲
古

書
院
所
収
)
　
に
も
、
「
足
利
八
行
本
」
　
に
付
随
す
る
形
で
、
『
中
国
版
刻
固
録
』

の
記
述
を
引
用
し
て
説
明
す
る
の
み
で
あ
る
〔
⑫
)
。
阿
部
氏
も
ま
た
吉
川
氏
と

同
様
な
無
関
心
さ
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
北
京
図
書
館
編
『
中
國
版
刻
園
録
』

(
文
物
出
版
社
一
九
六
〇
)
　
の
解
題
を
引
用
す
る
。
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尚
書
正
義
　
唐
孔
頴
達
撰
　
宋
南
新
東
路
茶
盟
司
刻
本
　
紹
興
　
固
版
六
九

匡
高
二
一
・
五
厘
米
、
贋
一
五
・
五
厘
米
。
八
行
、
行
十
六
字
、
十
七

字
、
十
九
字
不
等
。
注
疏
斐
行
、
行
十
九
字
、
二
十
字
不
等
。
白
口
、

左
右
壁
邊
。
此
烏
尚
書
経
注
軍
疏
合
刻
第
一
本
。
黄
唐
於
新
東
茶
盤
司

本
種
記
正
義
刻
書
政
文
稀
=
本
司
菖
刊
易
、
書
、
周
緒
、
正
経
注
疏
畢

見
一
書
。
即
指
此
本
。
宋
詩
憬
字
不
鉄
筆
。
刻
工
李
定
、
李
説
、
陳
錫
、

陳
安
、
陳
俊
、
王
珍
、
未
明
、
徐
茂
、
丁
璋
、
包
端
、
洪
先
、
毛
昌
、

洪
乗
、
徐
顔
、
徐
亮
、
朱
醇
、
徐
章
、
梁
文
等
、
皆
南
宋
初
年
杭
州
地

区
良
工
。
補
版
絶
少
。
原
二
十
巻
、
存
巻
一
至
巻
六
、
巻
九
至
巻
十
八
、

凡
十
六
巻
、
絵
巻
日
人
接
足
利
學
校
蔵
本
影
抄
配
全
。

さ
て
以
上
は
、
あ
く
ま
で
版
本
と
し
て
の
い
わ
ば
外
容
・
外
観
に
関
す
る
説

明
事
項
で
あ
っ
て
、
こ
の
版
本
の
中
身
一
字
一
字
の
検
討
を
踏
ま
え
た
研
究
で

は
な
い
。
実
に
そ
れ
を
果
た
し
た
の
が
、
近
時
の
山
口
諸
司
・
桑
瀬
明
子
両
氏

の
　
「
越
刊
八
行
本
尚
書
正
義
の
遮
修
に
つ
い
て
」
　
(
大
東
文
化
大
學
漠
學
会
誌
第

三
十
八
競
一
九
九
九
)
　
で
あ
る
。

こ
の
論
文
は
、
「
八
行
本
」
　
の
足
利
学
校
本
と
北
京
図
書
館
本
(
以
下
本
稿
で

は
そ
れ
ぞ
れ
「
足
利
八
行
本
」
　
「
北
京
八
行
本
」
と
略
称
)
　
を
対
照
的
に
取
り
挙
げ
、

主
と
し
て
刻
工
名
に
注
目
し
つ
つ
、
「
遽
修
と
い
う
書
誌
的
な
視
点
か
ら
」
、
「
テ

キ
ス
ト
上
の
変
化
」
　
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
経
文
自
体
に
変
化
が

起
き
て
い
る
も
の
三
例
、
注
文
に
変
化
が
起
き
て
い
る
も
の
一
一
例
、
疏
文
に

は
そ
の
例
が
多
い
た
め
、
各
巻
か
ら
一
例
ず
つ
の
全
一
六
例
を
挙
げ
て
検
討
し

た
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
意
外
な
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

楊
守
敬
が
中
国
に
持
ち
掃
っ
た
も
の
の
方
が
、
足
利
學
校
本
に
比
較
し
て
、

遮
修
の
程
度
の
少
な
い
原
刻
初
印
本
に
近
い
形
を
侍
え
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
。

筆
者
が
こ
の
た
び
「
北
京
八
行
本
」
を
検
討
し
た
結
果
、
山
口
・
桑
瀬
両
氏

の
右
の
結
論
は
極
め
て
妥
当
な
も
の
だ
と
評
価
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
吉
川

氏
が
　
「
足
利
八
行
本
」
を
以
て
越
刊
「
八
行
本
」
を
代
表
さ
せ
た
の
は
極
め
て

不
適
切
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
〔
⑬
〕
。

そ
し
て
、
「
越
刊
八
行
本
」
　
の
四
種
類
の
関
係
に
つ
い
て
、
筆
者
が
到
達
し

た
結
論
を
前
も
っ
て
述
べ
る
と
す
る
な
ら
、
以
下
の
二
点
、

一
　
「
東
砂
八
行
本
」
が
拠
っ
た
版
本
は
　
「
北
京
八
行
本
」
　
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
。

二
　
「
北
京
八
行
本
」
　
の
補
写
部
分
は
、
楊
守
敬
や
『
中
国
版
刻
園
録
』
が
言

う
が
ご
と
き
「
足
利
八
行
本
」
　
で
は
な
く
、
そ
の
覆
刻
本
た
る
「
時
習

館
八
行
本
」
　
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
次
の
通
り
。
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館
八
行
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そ
こ
で
こ
れ
よ
り
以
下
、
右
の
筆
者
の
結
論
の
根
拠
と
な
っ
た
資
料
を
若
干

例
紹
介
し
て
お
こ
う
。
先
ず
①
「
北
京
八
行
本
」
　
か
ら
「
景
紗
八
行
本
」
　
へ
、

次
い
で
②
「
時
習
館
八
行
本
」
　
か
ら
「
北
京
八
行
本
」
描
写
部
分
へ
、
ま
た
参

考
ま
で
に
、
③
「
北
京
八
行
本
」
　
の
誤
り
が
　
「
足
利
八
行
本
」
　
で
訂
正
さ
れ
て

い
る
例
、
さ
ら
に
④
「
足
利
八
行
本
」
　
の
誤
り
が
　
「
時
習
館
八
行
本
」
　
で
訂
正

さ
れ
て
い
る
例
、
の
順
に
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。
例
文
の
後
に
吉
川
氏
　
「
讃
尚

書
注
疏
記
」
　
(
○
印
)
　
を
附
し
て
い
る
　
(
以
下
こ
れ
に
倣
う
)
。

①
「
景
紗
八
行
本
」
が
「
北
京
八
行
本
」
か
ら
紗
写
し
た
こ
と
を
証
す
る
例

回
り
(
-
?
0
邑

侍
言
服
至
其
才
○
正
義
日
、
「
非
其
人
」
　
「
非
其
才
」
、
義
同
而
互
文
也
。
周
絶

大
宗
伯
　
「
以
九
儀
之
命
正
邦
國
之
位
」
。
一
命
受
職
、
再
命
受
服
、
…
…
鄭
云

「
一
命
始
見
命
烏
正
吏
、
受
職
治
職
事
也
。
列
國
之
士
一
命
、
王
之
下
士
亦
一

〇

命
。
再
命
受
服
受
玄
寛
之
服
、
列
國
之
大
夫
再
命
、
王
之
中
土
亦
再
命
」
。
然

○

則
再
命
巳
上
始
受
衣
服
、
未
賜
之
時
、
在
官
之
　
「
筐
笥
」
　
也
。

〇
八
行
本
は
王
を
主
に
誤
る
。
景
抄
本
は
誤
ら
ぬ
。

○
景
刻
八
行
本
は
官
を
宮
に
誤
る
。
八
行
宋
本
景
抄
本
は
誤
ら
ぬ
。

m
H
】
(
-
害
邑

○

疏
王
日
猷
至
大
明
○
正
義
日
…
…
我
惟
循
股
故
事
憐
慰
汝
、
故
徒
教
汝
。
此
従

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

非
我
有
罪
、
是
惟
天
命
昔
然
。
聖
人
動
合
天
心
、
故
毎
事
惟
託
天
命
也
。

○
王
字
、
八
行
本
は
正
に
誤
る
。
但
し
景
抄
本
は
誤
ら
ぬ
。

○
聖
字
、
八
行
本
は
衆
に
誤
る
。
但
し
景
抄
本
は
誤
っ
て
い
ぬ
。

○
託
字
、
八
行
本
は
記
に
誤
る
。
但
し
景
抄
本
は
誤
っ
て
い
ぬ
。

以
上
の
二
例
(
文
字
は
五
例
)
　
は
、
い
ず
れ
も
「
足
利
八
行
本
」
が
　
「
景
紗

八
行
本
」
と
は
異
な
り
、
し
か
も
「
足
利
八
行
本
」
が
誤
り
「
景
紗
八
行
本
」

が
正
し
い
例
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
「
北
京
八
行
本
」
に
当
た
っ
て
み
る
に
、

こ
と
ご
と
く
　
「
景
紗
八
行
本
」
　
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
実
は
こ
の
よ
う
な
例

は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
「
定
本
序
」
　
が
　
「
而
輿
足
利
宋
本
時
有
異
同
。
蓋
其
所

接
之
本
、
較
鳥
早
印
、
補
版
少
也
」
　
と
判
定
し
た
所
以
で
あ
る
。

な
お
筆
者
は
こ
の
「
景
紗
八
行
本
」
は
実
見
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
「
讃

尚
書
注
疏
記
」
　
の
記
述
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

四
日
(
亭
-
邑

停
湯
有
至
無
蹄
○
正
義
日
、
訓
「
爽
」
鳥
「
明
」
、
言
其
見
下
、
故
稀
「
明
徳
」
。

0
0

詩
稀
　
「
三
后
在
天
」
、
死
者
精
神
在
天
、
故
言
下
見
汝
。
(
0
9
-
旨
)

〇
八
行
本
は
言
下
二
字
を
誤
倒
し
、
景
妙
八
行
本
は
誤
っ
て
故
云
同
心
見
汝

に
作
る
。
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つ
ま
り
こ
の
例
で
は
、
「
足
利
八
行
本
」
　
が
誤
っ
て
　
「
放
下
言
見
汝
」
　
に
作

る
の
に
対
し
、
「
景
砂
八
行
本
」
　
は
こ
れ
と
は
別
に
　
「
故
云
同
心
見
汝
」
　
に
誤

る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
「
北
京
八
行
本
」
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
　
「
北
京
八
行
本
」
　
と
　
「
景
紗
八
行
本
」
　
が
組
酷
す
る
例
は
見
出
し
得
な

か
っ
た
。
「
景
紗
八
行
本
」
　
が
拠
っ
た
版
本
が
　
「
北
京
八
行
本
」
　
で
あ
る
可
能

性
は
極
め
て
高
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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②
「
北
京
八
行
本
」
補
写
部
分
は
「
足
利
八
行
本
」
　
で
は
な
く
、
「
時
習
館
八

行
本
」
　
に
拠
る
こ
と
を
証
す
る
例

四
日
(
○
害
邑

圀
殖
有
穏
覆
昏
暴
。
脛
有
敵
者
封
殖
之
、
昏
暴
者
覆
亡
之
。

こ
の
例
は
疏
文
で
は
な
く
『
孔
安
國
侍
』
　
の
文
章
で
あ
る
が
、
「
讃
尚
書
注

疏
記
」
　
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

○
植
字
を
時
習
館
八
行
本
は
誤
っ
て
道
に
作
る
。
但
し
景
抄
本
は
誤
ら
ぬ
。

の
ち
親
し
く
足
利
に
赴
い
て
宋
版
八
行
本
を
見
た
と
こ
ろ
、
穏
字
に
作
り
、

誤
っ
て
い
ぬ
。
種
を
道
に
作
る
は
、
時
習
館
本
覆
刻
の
際
の
誤
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
を
　
「
北
京
八
行
本
」
　
の
補
写
部
分
巻
八
・
十
三
葉
に
当
た
っ
て

み
る
に
、
ま
さ
し
く
　
「
時
習
館
八
行
本
」
　
に
一
致
し
て
　
「
穫
」
字
に
作
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
以
下
同
様
の
例
。

回
り
(
-
主
邑

樽
文
王
至
常
飲
○
正
義
日
、
告
勅
使
之
敬
憤
、
故
日
　
「
告
憬
」
。
其
　
「
衆
國
」

○

即
衆
多
國
君
、
「
衆
士
」
朝
臣
也
。
既
抱
呼
鳥
「
士
」
、
則
卿
大
夫
倶
在
内
。
「
少

正
」
　
「
御
治
事
」
、
以
其
卑
賎
更
別
目
之
。
「
朝
夕
勅
之
」
、
丁
寧
憬
之
至
也
。

m
H
ニ
ー
竺
邑

琉
上
下
至
永
命
○
正
義
日
、
…
…
我
非
敢
濁
勤
而
巳
、
衆
百
君
子
皆
然
。
言
我

0
0
0
0

輿
衆
百
君
子
、
惟
恭
敬
奉
其
幣
由
、
用
供
待
王
能
求
天
長
命
、
絡
以
此
慶
王
受

天
多
福
也
。

〇
時
習
館
覆
刻
本
で
は
大
字
を
夫
字
に
誤
る
が
、
八
行
原
本
は
誤
ら
ぬ
。

〇
八
行
本
は
衆
百
君
子
の
四
字
を
破
損
し
て
い
る
。

右
の
例
に
つ
い
て
「
北
京
八
行
本
」
の
補
写
部
分
巻
十
三
・
二
十
一
葉
で
は
、

「
夫
」
字
に
作
っ
て
、
「
時
習
館
八
行
本
」
　
に
一
致
し
て
誤
り
、
補
写
部
分
巻

十
四
・
十
九
葉
で
は
、
破
損
し
た
四
字
分
の
描
き
方
が
そ
の
ま
ま
　
「
時
習
館
八

行
本
」
　
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

楊
守
敬
が
大
阪
の
蔵
書
家
か
ら
購
入
し
た
際
、
帰
国
間
際
の
こ
と
と
て
、
そ

の
閑
損
部
分
は
、
わ
ざ
わ
ざ
足
利
学
校
に
赴
く
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
忠
実
な

覆
刻
と
さ
れ
た
　
「
時
習
館
八
行
本
」
を
以
て
補
っ
た
の
は
、
け
だ
し
無
理
な
ら

ぬ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
楊
氏
政
文
の
い
わ
ゆ
る
　
「
書
凡
装
十

冊
、
鉄
二
冊
、
紗
補
、
亦
是
以
原
書
影
革
、
字
性
行
款
老
無
改
易
、
固
不
害
鳥

全
書
也
」
　
の
　
「
原
書
」
　
を
、
『
中
国
版
刻
固
録
』
の
ご
と
く
、
「
絵
巻
日
人
接

足
利
學
校
蔵
本
影
抄
配
全
」
　
と
見
な
し
て
は
な
ら
な
い
。

③
「
北
京
八
行
本
」
　
の
誤
り
が
「
足
利
八
行
本
」
　
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
例

一
般
的
に
言
っ
て
、
古
い
版
本
の
方
に
誤
刻
の
少
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
が
、

後
の
版
本
に
よ
っ
て
古
い
版
本
の
誤
り
が
訂
正
さ
れ
る
例
も
有
る
こ
と
は
、
既

に
前
節
　
「
単
疏
刊
本
」
　
の
例
で
も
言
及
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
よ
り
初
印

に
近
い
　
「
北
京
八
行
本
」
　
(
修
補
を
含
む
)
　
の
誤
り
が
、
「
足
利
八
行
本
」
　
(
修
補

を
含
む
)
　
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
て
い
る
例
を
、
二
例
ほ
ど
挙
げ
て
お
き
た
い
。
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圀
日
(
亭
e
b
)

○

晋
書
又
云
　
「
晋
太
保
公
鄭
沖
、
以
古
文
授
扶
風
蘇
輸
。
…
…
又
鳥
稼
車
内
史
、

遂
於
前
晋
奏
上
其
書
、
而
施
行
焉
」
。
時
巳
亡
失
舜
典
一
篇
。
…
…
至
隋
開
皇

〇

二
年
、
購
慕
遺
典
、
乃
得
其
篇
蔦
。
然
孔
註
之
後
、
歴
及
後
漠
之
未
、
無
人
侍

説
。
至
音
之
初
、
猶
得
存
者
。

囚
u
(
宇
-
守
-
邑

侍
歯
象
至
橡
章
○
正
義
日
、
詩
云
　
「
元
亀
象
歯
」
、
知
　
「
歯
」
　
是
象
牙
也
。
説

○

文
云
　
「
歯
口
断
骨
也
」
、
「
牙
牡
歯
也
」
。
…
…
説
文
云
　
「
羽
鳥
長
毛
也
」
、
知

O

「
羽
」
是
鳥
羽
。
南
方
之
鳥
、
孔
雀
窮
翠
之
属
、
其
羽
可
以
烏
飾
、
故
貢
之
也
。

○
軍
疏
十
行
、
橡
を
預
に
誤
る
。
今
八
行
本
に
従
う
。

○
軍
疏
十
行
、
募
を
某
に
誤
る
。
今
八
行
本
に
従
う
。

○
新
字
を
軍
疏
本
は
誤
っ
て
断
に
作
る
。

○
裁
字
を
畢
疏
本
は
誤
っ
て
翠
に
作
る
。

さ
て
当
該
の
字
に
つ
い
て
、
「
北
京
八
行
本
」
　
は
い
ず
れ
も
　
「
単
疏
本
」
　
と

同
様
に
誤
っ
て
い
る
。
「
北
京
八
行
本
」
　
は
　
「
単
疏
本
」
　
に
よ
り
接
近
し
て
お

り
、
こ
の
例
は
　
「
単
琉
本
」
　
の
誤
り
を
そ
の
ま
ま
承
け
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
そ
の
誤
り
が
　
「
足
利
八
行
本
」
　
で
は
い
ず
れ
も
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

④
「
足
利
八
行
本
」
　
の
誤
り
が
「
時
習
館
八
行
本
」
　
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
例

「
時
習
館
八
行
本
」
　
は
弘
化
四
年
　
二
八
四
七
)
　
に
熊
本
藩
細
川
氏
に
よ
っ

て
覆
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
足
利
八
行
本
」
　
を
忠
実
に
再
現
し
て
広
く
流

布
し
た
版
本
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
極
め
て
稀
に
で
は
あ
る
が
、
「
足

利
八
行
本
」
　
の
誤
り
を
訂
正
し
た
箇
所
も
有
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
も
二
例
挙

げ
よ
う
。

m
凶
(
0
㌢
a
)

停
玄
天
至
功
成
○
正
義
日
、
考
工
記
「
天
謂
之
玄
」
、
是
「
玄
」
鳥
「
天
色
」
。

○

南
之
蒙
賜
、
必
是
尭
賜
、
故
史
赦
其
事
、
「
南
功
轟
加
干
四
海
、
故
尭
賜
玄
圭
、

以
彰
顆
之
」
。
必
以
天
色
圭
者
、
「
言
天
功
成
」
也
。
大
南
讃
舜
美
謁
功
云
「
地

平
天
成
」
、
是
「
天
功
成
」
　
也
。

国
は
(
-
£
邑

○

侍
宏
大
至
酒
乎
○
正
義
日
、
「
宏
大
」
繹
詰
文
。
以
司
空
亦
君
所
順
所
安
和
之
、

故
言
「
昔
順
安
之
」
。

〇
八
行
本
は
賜
字
を
誤
っ
て
錫
に
作
る
。

○
鈷
字
、
八
行
来
本
は
話
に
誤
る
。
時
習
館
本
で
は
正
し
て
い
る
。
景
紗
八

行
本
は
誤
ら
ぬ
。

後
者
の
例
で
吉
川
氏
は
、
「
詰
」
字
に
つ
い
て
　
「
時
習
館
八
行
本
」
　
も
「
景

紗
八
行
本
」
も
誤
っ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
も
ち
ろ
ん
「
北
京
八

行
本
」
も
「
詰
」
字
に
作
っ
て
い
る
。
そ
し
て
前
者
の
　
「
賜
」
字
も
ま
た
同
様

で
あ
る
が
、
し
か
し
吉
川
氏
は
「
時
習
館
八
行
本
」
　
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

実
は
前
掲
田
口
の
「
正
」
字
に
つ
い
て
は
、
「
時
習
館
八
行
本
」
も
「
王
」

字
に
作
っ
て
誤
っ
て
い
な
い
例
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
吉
川
氏
は
　
「
時
習

館
八
行
本
」
　
に
は
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
。

以
上
、
現
存
す
る
四
種
類
の
　
「
八
行
本
」
　
の
異
同
に
つ
い
て
煩
墳
な
検
討
の

結
果
を
紹
介
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
「
八
行
本
」
全
体
と
し
て
は
、
や
は
り
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善
本
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
m
機
首
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
吉

川
氏
　
「
讃
尚
書
注
疏
記
」
　
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

三
　
附
愕
文
「
九
行
本
」

さ
て
本
節
で
は
　
「
定
本
序
」
　
に
い
わ
ゆ
る
　
「
清
宮
九
行
之
本
」
　
に
つ
い
て
検

討
し
た
結
果
を
以
下
に
紹
介
す
る
。
こ
の
版
本
は
故
宮
博
物
院
秘
蔵
の
典
籍
と

し
て
、
お
そ
ら
く
最
近
に
至
る
ま
で
影
印
本
の
形
で
公
開
さ
れ
た
こ
と
は
無
い

よ
う
で
あ
る
。
我
が
国
で
こ
の
版
本
に
言
及
し
た
の
は
、
長
澤
規
矩
也
氏
が
最

初
で
は
あ
る
ま
い
か
。

長
澤
氏
　
「
十
三
繹
注
疏
版
本
略
説
」
　
(
『
書
誌
學
論
考
』
自
家
版
一
九
三
七

後
『
長
澤
規
矩
也
著
作
集
』
所
収
)
　
で
は
、
注
疏
曹
本
に
つ
い
て
、
宋
刊
本
か
ら

清
刊
本
ま
で
を
網
羅
し
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
采
刊
本
の
最
後
部

分
で
、
采
代
単
行
の
注
疏
本
と
し
て
、
こ
の
「
清
宮
九
行
之
本
」
を
取
り
挙
げ

て
い
る
〔
⑭
〕
。

末
代
軍
行
の
注
疏
の
一
は
、
圃
書
寮
尊
蔵
の
論
語
註
疏
十
巻
な
り
。
八
行

十
六
字
、
注
疏
壁
行
二
十
五
六
字
、
白
口
、
左
右
壁
邊
。
「
敦
」
字
間
筆
。

金
澤
文
庫
啓
蔵
本
。
…
…
其
二
は
、
故
宮
博
物
院
図
書
館
所
蔵
の
附
繹
文

尚
書
註
琉
二
十
巻
、
巻
十
七
至
末
を
開
き
、
巻
末
の
刊
記
明
な
ら
ざ
れ
ど
、

巻
一
束
に
　
「
功
賭
尉
宅
校
正
無
誤
大
字
善
本
」
　
の
一
行
刊
記
あ
り
、
宋
詩

「
惇
」
字
ま
で
開
筆
。
建
本
の
上
乗
な
る
者
。
九
行
十
六
字
、
小
字
壁
行

二
十
二
字
、
白
口
、
左
右
壁
邊
。

右
は
極
め
て
簡
単
な
説
明
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
阿
部
隆
一
氏
に
よ
っ
て
よ

り
詳
細
な
紹
介
が
な
さ
れ
た
。
「
中
華
民
国
国
立
故
宮
博
物
院
北
平
図
書
館
宋

金
元
版
解
題
」
　
(
斯
道
文
庫
論
集
第
十
一
輯
一
九
七
四
　
後
『
増
訂
中
国
訪
書
誌
』

汲
古
書
院
所
収
)
　
に
は
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

附
釈
文
尚
書
註
疏
　
二
〇
巻
　
旧
題
漠
孔
安
国
伝
　
唐
孔
頴
達
疏
　
唐
陸

徳
明
音
義
　
〔
南
宋
寧
宗
時
〕
刊
(
魂
県
尉
宅
)
　
後
四
巻
配
元

刊
明
修
十
行
本
一
六
冊

摘
藻
堂
原
蔵
。
後
補
浪
藍
色
金
切
箔
散
し
絹
表
紙
(
二
五
×
一
六
・

六
糎
)
。
金
鑓
玉
に
改
装
。
原
料
紙
縦
二
四
・
四
糎
。
首
に
孔
頴
達
の

尚
書
正
義
序
を
冠
す
る
が
、
補
写
。
本
文
巻
初
首
行
「
附
釈
文
尚
書
註

疏
巻
第
一
」
、
第
二
及
び
第
三
行
低
一
格
　
「
国
子
祭
酒
上
護
軍
曲
阜
県

開
国
子
臣
孔
頴
達
　
奉
　
勅
撰
」
、
「
唐
国
子
博
士
兼
太
子
中
允
贈
斉

州
刺
史
呉
県
開
国
男
陸
徳
明
釈
文
附
」
と
題
す
。
大
題
の
　
「
釈
文
」
を

「
釈
音
」
　
に
作
る
巻
も
あ
る
。
左
右
双
辺
(
一
九
・
八
×
一
三
糎
)
有

界
九
行
、
行
十
六
字
内
外
、
注
疏
文
小
字
双
行
、
行
廿
二
字
。
釈
文
(
小

字
)
・
疏
　
(
大
字
)
　
の
標
識
の
字
及
び
伝
文
末
の
音
義
の
字
を
圏
を
以

て
囲
む
。
版
心
線
黒
口
双
黒
魚
尾
、
「
書
疏
幾
　
(
丁
付
)
」
。
上
象
鼻

に
大
小
字
数
の
あ
る
所
が
あ
る
。
左
欄
外
上
端
に
耳
格
あ
り
、
小
題
を

記
す
。
巻
一
尾
題
後
一
行
を
お
い
て
、
「
貌
県
尉
宅
校
正
無
誤
大
字
善

本
」
　
の
刊
記
が
あ
る
。
開
画
は
厳
謹
で
は
な
い
が
、
股
恒
徴
慎
惇
敦
に

見
ら
れ
、
光
宗
に
止
っ
て
、
寧
宗
以
下
に
及
ば
な
い
か
ら
、
寧
宗
頃
の

建
安
刊
本
で
あ
ろ
う
。
故
宮
書
影
・
故
官
選
粋
著
録
。

巻
十
七
以
下
の
四
巻
は
元
刊
明
修
十
行
本
を
以
て
配
し
、
不
幸
各
巻
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に
欠
菜
或
は
補
写
が
か
な
り
多
い
が
、
料
紙
潔
白
墨
色
漆
黒
に
し
て
、

建
刊
本
中
の
上
品
と
い
う
べ
く
、
本
版
は
他
に
所
在
を
見
な
い
。
註
疏

内
容
の
形
式
は
通
行
の
元
刊
明
修
十
行
本
と
は
釈
文
の
取
捨
に
出
入
が

あ
る
が
、
ほ
ゞ
等
し
い
。

そ
し
て
こ
の
秘
蔵
の
典
籍
が
初
め
て
影
印
本
と
し
て
公
開
さ
れ
た
の
は
中
華

民
国
七
十
八
年
　
(
一
九
八
九
)
　
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
台
湾
故
宮
博
物
院
　
「
善
本

叢
書
」
　
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
景
印
宋
本
附
繹
文
尚
書
註
疏
』
全
二
十
巻
　
(
國

立
故
宮
博
物
院
)
　
が
そ
れ
で
あ
る
。
刊
行
に
際
し
て
巻
頭
に
附
さ
れ
た
秦
孝
儀

氏
の
序
文
も
、
以
下
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

先
儒
嘗
謂
六
経
皆
史
、
而
尚
書
・
春
秋
又
其
尤
者
。
尚
書
所
載
二
帝
三
王

大
権
大
法
、
特
鳥
肱
備
。
故
劉
款
言
六
脛
真
備
於
書
。
蓋
易
・
穏
・
詩
・

春
秋
諸
鐙
、
所
渉
皆
止
一
端
。
如
易
主
著
亀
、
即
決
範
篇
之
稽
疑
也
。
種

主
節
文
、
即
虞
書
篇
之
玉
穂
也
。
詩
主
詠
歌
、
即
后
愛
篇
之
欒
教
也
。
春

秋
褒
肢
、
即
皐
陶
篇
命
徳
討
罪
之
権
也
。
是
知
尚
書
記
言
記
事
、
菅
率
先

王
政
典
、
賓
扁
研
経
治
史
、
稽
古
考
文
者
之
所
必
資
也
。
我
國
革
脛
之
有

刻
本
、
始
於
五
季
、
惟
僅
止
於
経
注
而
巳
。
宋
太
宗
端
挟
以
降
、
績
有
義

疏
刻
本
行
世
。
然
皆
畢
刻
義
琉
、
不
附
経
注
。
潅
経
注
及
義
疏
於
一
映
者
、

乃
始
於
紹
興
間
。
存
世
之
宋
刻
畢
経
、
以
南
斬
八
行
本
及
建
陽
十
行
本
島

世
所
柄
。
而
本
院
所
蔵
宋
寧
宗
慶
元
間
建
安
貌
賄
尉
宅
刻
本
尚
書
注
疏
、

猶
出
十
行
本
経
疏
之
前
、
亦
鳥
岳
珂
所
柄
建
本
音
将
軍
経
注
疏
之
一
。
是

刻
侍
世
絶
少
、
鋒
刻
精
審
、
字
室
厳
整
、
凌
駕
十
行
本
之
上
。
而
産
巻
輿

斬
刻
八
行
本
復
異
。
迫
非
軍
疏
本
之
舌
、
而
鳥
注
疏
附
繹
文
之
祖
本
也
。

聖
人
六
経
遡
其
源
、
莫
古
於
書
、
両
難
於
訓
讃
者
、
亦
莫
甚
於
書
。
論
者

以
盛
本
院
所
蔵
宋
建
安
九
行
本
、
讃
脱
絶
少
、
而
勝
虞
濁
多
、
宜
付
景
印

刊
行
、
或
可
籍
校
勘
、
文
字
得
失
、
大
有
稗
於
聖
學
微
言
之
探
瞳
、
且
寓

侍
存
孤
本
秘
笈
於
不
墜
之
深
意
蔦
。

中
華
民
國
七
十
八
年
六
月
衡
山
秦
孝
儀
謹
序
。

上
記
三
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
こ
の
　
「
九
行
本
」
　
は
、
南
采
の
寧
宗
　
(
在
位

二
九
五
-
一
二
二
四
)
　
の
頃
の
建
安
刊
本
で
あ
る
。
半
葉
が
九
行
で
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
後
に
　
「
九
行
本
」
　
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
残
念
な
こ
と
に
全

二
十
巻
の
う
ち
、
巻
十
七
以
下
の
四
巻
を
開
き
、
元
刊
　
「
十
行
本
」
　
を
以
て
補

配
し
て
い
る
と
い
う
。
宋
代
単
行
の
注
疏
本
で
あ
り
　
(
長
澤
氏
)
、
建
安
刊
本

中
の
上
品
と
い
う
べ
く
　
(
阿
部
氏
)
、
秦
孝
儀
氏
は
、
「
十
行
本
」
　
以
前
に
刊
行

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
十
行
本
」
　
を
凌
駕
す
る
と
評
し
て
い
る
〔
⑬
〕
。

そ
こ
で
以
下
は
、
「
九
行
本
」
　
が
　
「
十
行
本
」
　
を
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
る
の

か
否
か
、
「
単
疏
本
」
　
「
八
行
本
」
と
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
、

に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
の
報
告
で
あ
る
。
た
だ
、
巻
十
七
以
降
は
そ
の
対
象

か
ら
外
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

先
ず
　
「
十
行
本
」
　
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
や
は
り
秦
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う

に
　
「
九
行
本
」
　
は
　
「
十
行
本
」
　
に
勝
る
善
本
で
あ
る
こ
と
が
言
え
る
。
①
「
九

行
本
」
が
　
「
十
行
本
」
　
に
勝
る
例
を
紹
介
す
る
。

国
は
(
○
害
邑

停
契
始
至
一
夫
○
正
義
日
、
以
湯
於
此
稀
王
、
故
本
其
眈
商
之
意
。
契
始
封
商
、

*
湯
遂
以
南
鳥
天
下
之
競
。
鄭
玄
之
説
亦
然
。
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○
疏
湯
競
岳
商
知
契
始
封
商

十
行
本
比
の
九
字
を
脱
す
る
。
浦
氏
虚
氏
院
氏
が
却
っ
て
彼
に
従
う
の

は
非
で
あ
る
。

こ
れ
を
「
九
行
本
」
　
に
当
た
っ
て
み
る
に
、
右
の
例
文
の
　
「
*
」
　
印
を
附
し

た
箇
所
に
九
字
を
脱
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
念
の
た
め
こ
れ
を
補
っ
た
正
し

い
疏
文
は
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

正
義
日
、
以
湯
於
此
稀
王
、
故
本
其
競
商
之
意
。
剰
姻
瑚
刺
、
湯
競
焦
商
、

知
契
始
封
商
、
嘲
司
瑚
商
矧
刃
¶
之
明
。
鄭
玄
之
説
亦
然
。

ち
な
み
に
傍
線
部
は
『
孔
安
國
侍
』
　
の
文
章
で
あ
る
。
こ
れ
は
　
「
十
行
本
」
　
以

降
に
生
じ
た
誤
り
で
あ
り
、
「
九
行
本
」
　
ま
で
は
正
し
い
琉
文
を
伝
え
て
い
る

例
で
あ
る
。

四
は
(
〓
・
O
等
○
邑

侍
浮
過
○
正
義
日
、
…
…
築
罪
巳
大
、
紆
又
過
之
。
吉
村
悪
之
甚
、
故
下
旬
説

其
過
築
之
状
。
案
夏
本
紀
及
帝
王
世
紀
云
「
諸
侯
叛
粟
。
関
龍
逢
引
皇
厨
而
謙
、

簗
殺
之
。
伊
芦
諌
築
。
粟
日
、
天
之
有
日
、
由
喜
之
有
民
。
日
亡
吾
乃
亡
」
*
。

笑
殺
龍
逢
、
無
剖
心
之
事
。

こ
の
例
も
三
十
字
に
わ
た
る
脱
文
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
阪
元
『
校

勘
記
』
が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

日
亡
吾
乃
亡

案
乃
亡
下
脱
　
「
央
是
粟
亦
賊
虐
諌
輔
謂
己
有
天
命
而
云
過
於
築
者
股
本

紀
云
肘
剖
比
干
観
其
心
」
凡
三
十
字
、
関
本
・
明
監
本
同
。
毛
本
補
入
、

輿
宋
本
・
岳
本
合
。

こ
れ
ま
た
　
「
九
行
本
」
　
に
当
た
っ
て
み
る
に
、
右
の
例
文
の
　
「
*
」
印
を
附

し
た
箇
所
は
脱
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
「
単
疏
本
」
「
八
行
本
」

そ
し
て
　
「
九
行
本
」
　
の
疏
文
を
示
せ
ば
以
下
の
通
り
。

案
夏
本
紀
及
帝
王
世
紀
云
「
諸
侯
叛
集
。
関
龍
逢
引
皇
園
而
謙
、
簗
殺
之
。

伊
芦
諌
築
。
楽
日
、
天
之
有
日
、
由
吾
之
有
民
。
日
亡
吾
乃
亡
夫
」
、
是

粟
亦
　
「
賊
虐
諌
輔
、
謂
己
有
天
命
」
、
而
云
　
「
過
於
簗
」
　
者
、
股
本
紀
云

「
肘
剖
比
干
観
其
心
」
、
薬
殺
龍
逢
無
剖
心
之
事
。

と
こ
ろ
で
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
　
「
讃
尚
書
注
疏
記
」
　
は
何
も
言
及
し
て
い
な

い
。
な
ぜ
な
ら
『
尚
書
正
義
定
本
』
は
、
そ
の
校
定
の
基
本
を
　
「
八
行
本
」
　
に

置
い
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
「
十
行
本
」
　
以
降
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
言
及
す

る
こ
と
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
玩
元
『
校
勘
記
』
　
の
校
定
が
誤
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
も
ち
ろ
ん
取
り
あ
げ
て
そ
の
非
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
次
の

例
が
そ
れ
で
あ
る
。

囚
誓
-
冒
邑

侍
信
人
至
第
叙
○
正
義
日
、
…
…
自
　
「
初
一
日
」
　
巳
下
至
此
　
「
六
極
」
　
巳
上
、

○

皆
是
高
所
次
第
而
赦
之
。
下
文
更
牌
此
九
類
而
演
説
之
、
知
此
九
者
皆
「
高
所
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第
」
　
也
。
○
下
文
更
條
此
九
類
而
演
説
之

十
行
本
が
條
字
を
格
に
作
る
は
、
誤
で
あ
る
。
玩
氏
却
っ
て
十
行
に
従

う
は
非
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
例
に
つ
い
て
も
　
「
九
行
本
」
　
は
誤
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り

圀
・
m
附
で
囚
凶
、
は
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
②
「
十
行
本
」
の
段
階
で

誤
っ
た
例
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
他
に
も
多
数
の
用
例
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
次
の
一
例
に
止
め
た
い
。

回
田
(
宇
○
邑

侍
戎
大
至
所
有
○
正
義
日
、
「
戎
大
」
　
「
昏
強
」
　
「
越
於
」
皆
梓
論
文
。
孫
炎
日

「
昏
夙
夜
之
強
也
。
書
目
不
昏
作
努
」
、
引
此
解
彼
、
是
亦
讃
此
鳥
「
昏
」
也
。

○

鄭
玄
讃
「
昏
」
鳥
啓
、
訓
鳥
勉
也
。
輿
孔
不
同
。
侍
云
　
「
言
不
欲
従
則
是
不
畏

大
毒
於
遠
近

○
鄭
玄
讃
昏
鳥
懸

周
絶
大
司
蓮
注
に
此
の
経
を
引
い
て
慾
に
作
り
、
搾
文
に
も
尚
書
作
慰
、

音
敏
、
又
作
昏
と
云
え
ば
鄭
注
尚
書
も
慾
に
確
れ
る
こ
と
明
で
あ
る
。

十
行
本
以
下
啓
に
作
れ
る
は
蓋
し
後
人
の
屈
改
に
出
づ
る
。

こ
の
例
に
つ
い
て
も
「
九
行
本
」
　
は
誤
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
「
十
行
本
」

の
段
階
で
誤
り
が
生
じ
た
例
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
『
尚
書
正
義
』
に
関
す
る
限
り
、
吉
川
氏

が
用
い
た
　
「
十
行
本
」
　
は
南
宋
印
本
で
は
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
長
澤
規

短
也
氏
「
正
徳
十
行
本
注
疏
非
宋
本
考
」
(
(
『
書
誌
學
論
考
』
自
家
版
一
九
三
七
)

に
よ
れ
ば
、
現
存
す
る
「
十
行
本
」
　
で
宋
刊
宋
印
の
も
の
は
、
足
利
学
校
遺
蹟

図
書
館
蔵
の
『
毛
詩
注
疏
』
と
『
春
秋
左
侍
注
疏
』
の
二
本
の
み
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
筆
者
は
嘗
て
こ
の
『
春
秋
左
侍
注
疏
』
す
な
わ
ち
宋
刊
采
印
の
「
十

行
本
」
を
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
版
本
が
後
代
に
印
行
さ
れ
た
諸
々
の
　
「
十
行

本
」
　
に
比
べ
て
は
る
か
に
　
「
八
行
本
」
　
に
近
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
〔
⑳
〕
。
し
た
が
っ
て
『
尚
書
正
義
』
初
印
の
　
「
十
行
本
」
　
も
ま
た
　
「
八

行
本
」
　
や
　
「
九
行
本
」
　
に
近
か
っ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
を
留
意

事
項
し
て
附
言
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
の
　
「
九
行
本
」
も
「
単
疏
本
」
や
「
八
行
本
」
　
の
佳

処
を
伝
え
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
③
「
九
行
本
」
が
「
単
疏
本
」

「
八
行
本
」
を
承
け
る
例
で
あ
る
。

四
u
(
【
含
邑

惟
三
至
話
治
○
正
義
日
、
言
惟
以
周
公
掻
政
七
年
之
三
月
、
始
明
死
而
生
塊
、

○

月
十
六
日
己
未
。
於
時
周
公
初
造
基
址
、
作
新
大
邑
於
東
國
洛
水
之
滴
、
四
方

之
民
大
和
悦
而
集
合
。

○
址
字
を
八
行
本
以
下
は
址
に
作
る
。
い
ま
軍
疏
本
に
従
う
。
以
下
み
な
同

じ
。

122

右
で
は
「
九
行
本
」
は
「
単
疏
本
」
に
一
致
し
て
「
址
」
字
に
作
っ
て
い
る
。

國
u
(
-
£
邑0
0

公
日
君
爽
至
原
窮
○
正
義
日
、
…
…
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○
靡
窮
二
字
、
八
行
本
の
み
宮
括
に
作
る
。
慮
氏
阪
氏
は
却
っ
て
こ
れ
を
是

と
す
る
が
、
琉
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
ま
さ
し
く
蕨
窮
ま
で
で

あ
る
。
い
ま
軍
琉
本
等
に
従
う
。

先
の
例
と
同
様
、
「
九
行
本
」
は
　
「
八
行
本
」
を
介
す
る
こ
と
な
く
「
単
琉

本
」
　
の
正
し
い
疏
文
に
一
致
し
て
い
る
。

た
だ
逆
に
、
「
九
行
本
」
が
「
八
行
本
」
の
誤
り
を
伝
え
る
例
も
見
ら
れ
る
。

囚
u
(
O
E
邑

○

侍
允
信
至
天
地
○
正
義
日
、
「
允
信
」
　
「
格
至
」
繹
論
文
。
「
克
能
」
　
「
光
充
」

稗
言
文
。
〇
八
行
本
、
信
を
言
に
誤
る
。

「
九
行
本
」
　
は
ま
さ
し
く
「
八
行
本
」
と
同
様
、
「
言
」
字
に
作
っ
て
誤
る

の
で
あ
る
。

以
上
は
、
「
九
行
本
」
が
「
十
行
本
」
に
勝
り
、
よ
り
古
い
版
本
で
あ
る
「
単

疏
本
」
や
「
八
行
本
」
　
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
諸
例
で
あ
っ
た
。

次
に
挙
げ
る
の
は
、
④
「
九
行
本
」
の
段
階
で
誤
り
が
正
さ
れ
て
い
る
例
で
、

こ
れ
こ
そ
ま
さ
し
く
「
九
行
本
」
　
の
存
在
価
値
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

数
は
多
い
が
、
以
下
の
挙
例
に
止
め
た
い
。

囚
凶
(
宇
-
邑

承
詔
至
牌
爽
○
正
義
日
、
…
…
錐
復
廣
記
、
亦
不
煩
多
、
烏
侍
直
約
省
文
、
令

○

得
申
轟
其
義
。
明
文
要
義
通
、
不
侭
煩
多
也
。

m
凶
(
宇
○
邑

博
在
察
至
輿
否
○
正
義
日
、
…
…
寮
畠
云
「
玉
衡
長
八
尺
、
孔
雀
一
寸
、
下
端

○

望
之
、
以
視
星
辰
。
蓋
懸
磯
以
象
天
、
而
衡
望
之
、
樽
璃
窺
衝
、
以
知
星
宿
」
、

是
其
説
也
。

囚
凶
(
宇
○
邑

○

如
鄭
此
解
、
配
文
甚
便
、
於
「
締
繍
」
之
義
、
抱
鳥
消
帖
。
但
解
「
宗
奔
」
鳥

「
虎
雄
」
、
取
理
大
過
。
未
知
所
説
誰
得
脛
旨
。

○
軍
疏
本
八
行
本
に
義
を
美
に
作
る
の
は
誤
で
あ
る
。

○
磯
字
を
軍
琉
八
行
は
誤
っ
て
機
に
作
る
。

○
軍
疏
八
行
本
は
帖
字
を
帖
に
作
る
が
、
今
十
行
本
に
従
う
。
帖
は
妥
帖
の

帖
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
例
は
、
「
単
琉
本
」
　
や
　
「
八
行
本
」
　
の
誤
り
が
、
「
九
行
本
」
　
に

至
っ
て
初
め
て
訂
正
さ
れ
、
後
の
　
「
十
行
本
」
　
以
下
が
そ
の
正
し
い
本
文
を
継

承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
　
「
讃
尚
書
注
疏
記
」
　
は
　
「
十
行
本
」
　
の
住

処
と
見
な
す
の
で
あ
る
が
、
実
は
　
「
九
行
本
」
　
で
既
に
改
正
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。し
か
し
逆
に
、
⑤
「
九
行
本
」
の
段
階
で
誤
る
例
も
少
な
く
な
い
。

団
凶
(
-
早
⊥
邑

侍
三
監
至
叛
周
○
正
義
日
、
…
…
博
吉
「
夷
徐
奄
之
属
共
叛
周
」
者
、
…
…
又

○

云
　
「
魯
侯
伯
禽
宅
曲
皐
、
徐
夷
並
興
、
作
費
誓
」
。

田
田
(
-
り
⊥
邑

○

璋
予
告
至
違
卜
○
正
義
日
、
以
人
従
卜
古
銭
美
之
故
、
故
我
告
汝
有
邦
國
之
君
、
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及
於
芦
氏
卿
大
夫
、
衆
士
治
事
者
、
日
我
得
吉
ト
。

○
公
字
、
十
行
本
以
下
は
侯
に
作
る
。
費
誓
序
と
は
合
す
る
が
、
魯
公
伯
禽

は
常
言
で
あ
る
か
ら
、
誤
と
は
い
え
な
い
。

○
友
字
、
十
行
本
以
下
有
字
に
作
る
。
経
侍
及
び
下
の
琉
に
照
ら
し
て
友
字

の
正
し
い
こ
と
は
疑
い
な
い
。
玩
氏
が
有
字
を
是
と
す
る
の
は
解
し
が
た

ヽ

　

0

-
V

当
該
文
字
、
「
九
行
本
」
　
で
は
そ
れ
ぞ
れ
　
「
侯
」
　
字
　
「
有
」
　
字
に
作
り
、
「
十

行
本
」
　
以
下
の
誤
り
の
先
駆
を
な
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

次
に
挙
げ
る
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
本
で
複
雑
に
異
同
が
存
在
す
る
の
で
、

各
疏
文
を
対
照
し
て
み
よ
う
。

田
固
(
-
呂
邑
樽
顛
隕
至
於
内
○
正
義
日
、

臼
　
挿
話
云
隕
落
也
隕
墜
也
顛
越
　
是
従
上
側
下
之
言
故
以
顛
鳥
隕
越
　
　
鳥
墜
也

臼
　
挿
話
云
隕
落
也
員
墜
也
顛
越
也
是
従
上
側
下
之
言
故
以
顛
鳥
隕
越
是
遺
落
鳥
墜
也

圧
　
搾
畢
茶
隕
落
　
隕
墜
　
顛
越
也
是
従
上
倒
下
之
言
故
以
相
馬
隕
越
是
遺
落
鳥
墜
也

周
　
繹
諮
云
隕
落
瀾
墜
顛
越
也
牒
従
上
倒
下
之
言
故
以
相
馬
隕
越
是
遺
落
鳥
墜
也

○
頼
越
是
従
上
倒
下
之
言

越
の
下
に
八
行
本
が
也
字
を
折
刻
し
て
か
ら
、
諸
本
み
な
其
の
靴
を
襲

ぐ
。
玩
氏
が
軍
疏
を
み
る
こ
と
な
く
し
て
也
字
を
刑
去
せ
る
は
題
と
す

べ
き
で
あ
る
。

○
越
是
迫
落
鳥
墜
也

諸
本
越
の
下
に
是
遺
落
の
三
字
を
術
せ
る
は
亦
八
行
本
挿
入
の
飴
桑
で

あ
る
。
軍
疏
の
文
は
極
め
て
清
噺
に
し
て
疑
う
要
は
無
い
。

つ
ま
り
吉
川
氏
に
よ
れ
ば
、
「
単
疏
本
」
　
が
正
し
く
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ

て
そ
の
誤
り
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
　
「
八
行
本
」
　
の
当
該
箇
所

を
見
る
と
、
「
是
遺
落
馬
墜
也
左
侍
」
　
八
字
が
小
字
と
な
っ
て
、
ま
さ
し
く
吉

川
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
臍
入
」
を
示
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
　
「
単
疏
本
」
　
の
正
し
い
疏
文
に
標
点
を
つ
け
て
み
よ
う
。

博
顛
隕
至
於
内
○
正
義
日
、
繹
諮
云
　
「
隕
落
也
」
、
「
隕
墜
也
」
。
「
顛
越
」

是
従
上
倒
下
之
言
、
故
以
　
「
顛
」
　
鳥
　
「
隕
」
、
「
越
」
鳥
　
「
墜
」
　
也
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
附
梓
音
本
と
し
て
　
「
九
行
本
」
　
が
　
「
十
行
本
」
　
の
先
駆

を
な
し
て
い
る
可
能
性
は
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。

次
の
例
は
、
「
院
刻
本
」
　
の
経
・
伝
文
　
(
孔
安
國
)
　
で
あ
る
が
、
玩
元
『
校

勘
記
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
伝
文
の
中
に
疏
文
が
紛
れ
込
ん
だ
形
と
な
り
、

極
め
て
混
乱
し
た
体
裁
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
　
「
九
行
本
」
　
は
　
「
玩
刻
本
」

に
全
く
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
凶
(
-
…
b
)

圀
惟
天
聡
明
、
惟
聖
時
憲
、
惟
臣
欽
若
、
惟
民
従
又
。

圃
憲
法
也
言
聖
王
法
天
以
立
教
於
下
無
不
閲
見
除
其
所
悪
納
之
於
善
錐
復
運
有

推
移
道
有
升
降
某
所
施
鳥
未
嘗
不
法
天
也
臣
敬
順
而
奉
之
奉
即
上
文
承
也
奉

承
君
命
而
布
之
於
民
民
以
従
上
房
治
不
従
上
命
則
乱
故
従
又
也

玩
元
『
校
勘
記
』

憲
法
也
　
按
此
節
今
本
琉
混
入
注
、
又
脱
上
戟
四
十
二
字
。
山
井
鼎
接
古
本
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宋
板
正
誤
補
開
。
今
銀
子
下
。
侍
「
憲
法
也
。
言
聖
王
法
天
以
立
教
、
臣

敬
順
而
奉
之
、
民
以
従
上
馬
拾
」
。
琉
　
「
俸
憲
法
至
烏
治
○
正
義
日
、
憲

法
也
、
繹
詩
文
。
人
之
閲
見
在
於
耳
目
。
天
無
形
畦
、
偶
人
事
以
言
之
。

聴
謂
無
所
不
聞
、
明
謂
無
所
不
見
。
惟
聖
人
於
是
法
天
、
言
法
天
以
立
教

於
下
、
無
不
聞
見
、
除
其
所
悪
、
納
之
於
善
、
錐
復
運
有
推
移
、
道
有
升

降
、
其
所
施
鳥
、
未
嘗
不
法
天
也
。
臣
敬
順
而
奉
之
。
奉
即
上
文
承
也
。

奉
承
君
命
、
而
布
之
於
民
、
民
以
従
上
房
治
、
不
従
上
命
則
乱
、
故
従
又

也
」
。
○
按
岳
本
・
纂
侍
倶
輿
古
本
同
。

正
し
く
は
以
下
の
「
単
疏
本
」
「
八
行
本
」
の
ご
と
く
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。

圀
惟
天
聴
明
、
惟
聖
時
憲
、
惟
臣
欽
若
、
惟
民
従
又
。

圃
憲
法
也
。
言
聖
王
法
天
以
立
教
、
臣
敬
順
而
奉
之
、
民
以
従
上
島
治
。

囲
侍
憲
法
至
鳥
治
○
正
義
日
、
憲
法
也
、
繹
論
文
。
人
之
閲
見
在
於
耳
目
。
天

無
形
牌
、
偶
人
事
以
言
之
。
聴
謂
無
所
不
聞
、
明
謂
無
所
不
見
。
惟
聖
人
於

走
法
天
、
言
法
天
以
立
教
於
下
、
無
不
閲
見
、
除
其
所
感
、
納
之
於
善
、
雌

復
運
有
推
移
、
道
有
升
降
、
其
所
施
鳥
、
未
嘗
不
法
天
也
。
臣
敬
順
而
奉
之
。

奉
即
上
文
承
也
。
奉
承
君
命
、
而
布
之
於
民
、
民
以
従
上
房
治
、
不
従
上
命

則
乱
、
故
従
又
也
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
例
は
　
「
九
行
本
」
　
と
　
「
十
行
本
」
　
と
の
密
接
な
関

係
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
の
結
果
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

一
　
「
九
行
本
」
　
は
　
「
単
疏
本
」
　
「
八
行
本
」
　
の
よ
き
伝
統
を
、
か
な
り
の
部

分
で
受
け
継
い
で
お
り
、
そ
の
佳
処
が
　
「
十
行
本
」
　
に
ま
で
及
ん
で
い
な

い
場
合
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
点
か
ら
す
る
と
、
「
九
行
本
」
は
確
か
に
「
十

行
本
」
、
を
凌
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
、
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

二
　
か
つ
　
「
九
行
本
」
が
　
「
単
疏
本
」
　
「
八
行
本
」
　
の
誤
り
を
正
す
こ
と
も
し

ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
「
讃
尚
書
注
疏
記
」
　
に
お
い
て
、
「
十

行
本
」
　
の
功
績
と
し
て
評
価
さ
れ
た
そ
の
多
く
の
例
が
、
む
し
ろ
「
九
行

本
」
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ

る
〔
⑰
〕
。

三
　
し
か
し
、
一
方
で
は
　
「
九
行
本
」
　
の
段
階
で
生
じ
さ
せ
た
誤
り
を
　
「
十
行

本
」
　
以
下
に
及
ぼ
し
て
い
る
例
も
ま
た
少
な
く
は
な
い
。
こ
れ
は
　
「
九
行

本
」
　
が
　
「
単
硫
本
」
　
「
八
行
本
」
　
に
及
ば
ぬ
点
で
あ
る
。

た
だ
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
以
上
は
吉
川
氏
　
「
讃
尚
書
注
疏
記
」
　
が
言
及
す

る
箇
所
に
限
っ
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
九
行
本
」
　
独

自
の
価
値
に
つ
い
て
は
、
全
書
に
亘
る
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
本
稿
に
於
い
て
そ
れ
は
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
最
後
に
　
「
九

行
本
」
　
の
み
が
正
し
い
例
を
僅
か
な
が
ら
紹
介
し
て
、
本
節
を
締
め
く
く
る
こ

と
と
す
る
。
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四
回
(
-
?
○
邑

侍
交
非
至
汝
教
○
正
義
日
、
「
爾
交
情
予
」
、
令
其
交
更
脩
治
己
也
。
故
以
「
交
」

○

鳥
「
非
一
之
義
」
。
言
交
互
教
之
、
非
一
事
之
義
。
「
邁
行
」
繹
論
文
。

田
凶
(
〓
・
N
邑

侍
施
舎
至
服
徳
○
正
義
日
、
左
侍
成
十
八
年
「
晋
悼
公
初
立
、
施
舎
巳
責
」
、

○

成
二
年
「
楚
格
起
師
、
巳
責
救
乏
」
、
定
五
年
「
蹄
粟
於
察
以
胴
急
玲
無
資
也
」
。

○
繹
話
は
搾
言
の
誤
。
殿
本
浦
氏
既
に
改
め
て
言
に
作
る
。

○
之
字
は
、
関
本
以
下
が
改
め
て
乏
に
作
る
の
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

前
者
の
例
で
は
、
実
は
「
九
行
本
」
　
の
み
既
に
「
繹
言
」
　
に
改
め
て
お
り
、

後
者
の
例
で
は
、
「
九
行
本
」
の
み
が
「
乏
」
字
に
改
正
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

田
回
(
-
害
邑

王
君
至
明
畏
○
正
義
日
、
周
公
以
王
命
順
其
事
而
呼
之
日
、
汝
股
家
遺
飴
之
衆

○

士
、
汝
股
家
道
教
不
至
、
曇
天
以
股
道
不
至
之
故
、
天
下
喪
亡
於
股
。
終
欲
滅

股
。○
天
字
は
大
字
の
誤
と
定
め
る
バ
天
で
は
脛
に
應
ぜ
ぬ
し
、
ま
た
上
の
琉
に

既
に
曇
天
と
い
う
以
上
、
こ
こ
で
再
び
天
を
い
う
必
要
は
な
い
。

こ
れ
は
文
脈
の
う
え
で
「
大
」
字
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
校
定
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
吉
川
氏
の
校
定
の
妥
当
さ
が
、
実
に
「
九
行
本
」
が
「
大
」

字
に
作
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
と
め

以
上
、
本
稿
は
吉
川
幸
次
郎
氏
「
讃
尚
書
注
疏
記
」
を
拠
り
所
と
し
て
、
『
尚

書
正
義
』
の
版
本
の
う
ち
、
主
と
し
て
い
わ
ゆ
る
越
刊
「
八
行
本
」
と
附
繹
文

「
九
行
本
」
　
の
文
字
の
共
同
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
ほ
と
ん
ど
例
文
を
挙

げ
る
こ
と
に
終
始
し
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
最
後
に
　
「
ま
と
め
」
　
と

し
て
以
下
の
四
点
を
指
摘
お
き
た
い
。

一
越
刊
「
八
行
本
」
　
は
北
京
図
書
館
所
蔵
本
が
最
善
第
一
で
あ
り
、
足
利
学

校
所
蔵
本
を
次
と
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
足
利
学
校
所
蔵
本
を
以
て
　
「
八
行

本
」
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
北
京
図
書
館
所

蔵
本
に
言
及
し
な
い
　
「
讃
尚
書
注
疏
記
」
　
に
は
不
備
が
存
在
す
る
。

た
だ
し
、
「
北
京
八
行
本
」
　
の
補
寓
部
分
は
　
「
時
習
館
本
」
　
に
拠
っ
て
い

る
た
め
、
こ
の
部
分
は
足
利
学
校
所
蔵
本
に
拠
る
必
要
が
あ
る
。

二
　
附
繹
文
　
「
九
行
本
」
　
は
　
「
十
行
本
」
　
に
勝
る
善
本
で
あ
り
、
「
単
硫
本
」

「
八
行
本
」
を
補
い
得
る
こ
と
。
つ
ま
り
補
強
と
補
正
が
可
能
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
「
九
行
本
」
を
利
用
し
て
い
な
い
「
讃
尚
書
注
疏
記
」
に
は
、

や
は
り
不
備
が
存
在
す
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

三
　
附
繹
文
「
九
行
本
」
　
は
同
じ
附
繹
文
形
式
の
　
「
十
行
本
」
　
に
先
行
し
、
且

つ
そ
の
祖
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
。
結
果
的
に
は
　
「
単
疏
本
」

「
八
行
本
」
　
か
ら
、
後
代
に
通
行
す
る
　
「
十
行
本
」
　
へ
の
橋
渡
し
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

四
　
吉
川
幸
次
郎
氏
『
尚
書
正
義
定
本
』
は
右
の
ご
と
き
暇
瑾
を
持
ち
な
が
ら

も
、
依
然
と
し
て
『
尚
書
正
義
』
最
善
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
。
「
然
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れ
ど
も
皆
な
軍
銃
の
商
、
十
行
の
倫
な
れ
ば
、
則
ち
損
益
す
る
所
、
其
れ

知
る
べ
き
の
み
」
と
は
あ
な
が
ち
不
当
な
判
断
で
は
な
い
し
、
「
定
本
」

と
は
誇
称
で
は
な
い
。
今
後
我
々
は
、
『
尚
書
正
義
定
本
』
を
こ
そ
出
発

点
に
す
べ
き
で
あ
る
〔
⑱
〕
。

注①
　
乃
日
永
徽
之
後
、
音
家
漸
革
、
端
扶
之
刻
、
魯
魚
猶
泳
。
由
比
教
本
、
請
出
弼
話
。

愛
堅
近
代
、
校
者
始
盛
。
皇
朝
有
山
井
鼎
、
赤
賭
有
賓
召
南
・
浦
鐙
・
慮
文
沼
・
玩

元
等
。
各
勤
掃
薬
、
通
有
積
薪
。
然
賓
浦
之
時
、
啓
本
多
伏
、
億
則
未
申
、
邊
私
見

而
屡
失
。
山
井
輿
玩
、
采
獲
稽
備
、
博
乃
寡
要
、
列
異
字
而
英
断
。
欲
使
後
生
若
鳥

去
就
。
今
者
同
人
、
慰
共
著
斯
、
謹
喝
庸
愚
、
成
此
定
本
。
其
校
勘
之
例
、
徴
引
惟

博
。
秘
閤
軍
疏
、
首
遵
海
内
之
孤
本
、
足
利
八
行
、
復
渉
千
里
而
重
校
。
及
乎
明
清

公
私
之
刻
、
乾
嘉
近
賢
之
注
、
凡
有
異
同
、
莫
不
畢
捺
。

な
お
『
尚
書
正
義
定
本
』
線
装
全
八
冊
は
昭
和
十
四
年
二
九
三
九
)
　
に
、
「
東
方

文
化
研
究
所
研
究
報
告
第
十
四
冊
」
と
し
て
、
東
方
文
化
研
究
所
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

普
及
版
は
昭
和
十
八
年
刊
行
。

②
　
「
讃
尚
書
注
疏
記
-
東
方
文
化
研
究
所
経
學
文
學
研
究
室
の
諸
氏
と
共
に
-
」
は
昭

和
十
一
年
(
一
九
三
六
)
か
ら
十
六
年
二
九
四
一
)
に
か
け
て
『
東
方
學
報
京
都
』

に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
尚
書
正
義
定
本
』
の
毎
巻
末
に
附
載
さ
れ
た
校
勘
記

(
漢
文
)
よ
り
も
詳
細
な
解
説
が
施
さ
れ
て
お
り
、
取
り
挙
げ
ら
れ
た
項
目
も
多
い
。

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
こ
れ
を
用
い
る
。
た
だ
第
十
七
巻
「
立
政
」
篇
以
下
を
開
い

て
い
る
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
後
に
『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
二
十
一
巻
　
(
筑
摩
書

房
一
九
七
五
)
　
所
収
。

③
　
現
代
日
本
語
訳
『
尚
書
正
義
』
は
、
『
尚
書
正
義
定
本
』
を
作
成
し
た
際
、
そ
の
余

業
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
昭
和
十
五
年
(
一
九
四
〇
)
に
岩
波
書
店
か

ら
第
一
冊
「
虞
書
」
・
第
二
冊
「
夏
書
・
商
書
」
が
刊
行
さ
れ
、
翌
年
、
第
三
冊
「
周

書
上
し
、
最
後
の
第
四
冊
「
周
書
下
」
は
昭
和
十
八
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
後
に
苫
白

川
幸
次
郎
全
集
』
第
八
・
九
・
十
巻
(
筑
摩
書
房
一
九
七
〇
)
所
収
。

④
　
『
十
三
経
注
疏
』
の
現
代
日
本
語
訳
の
完
訳
と
し
て
は
、
『
尚
書
正
義
』
の
他
に
は
、

宮
本
勝
他
『
孝
経
注
疏
訓
注
』
(
北
海
道
大
草
『
中
国
哲
學
』
一
四
二
五
・
一
六
・

一
七
二
八
　
二
九
八
五
～
一
九
八
九
)
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
部
分
訳
と
し

て
は
蜂
屋
邦
夫
編
訳
『
儀
穏
士
冠
疏
』
(
汲
古
書
院
一
九
八
四
)
・
『
儀
鵡
士
昏
疏
』

(
汲
古
書
院
一
九
八
六
)
、
岡
村
繁
『
毛
詩
正
義
訳
注
第
一
冊
』
(
中
国
書
店
一

九
八
翌
、
ま
た
公
羊
注
疏
研
究
会
『
公
羊
注
疏
訳
注
稿
』
一
～
九
(
汲
古
書
隊
一

九
八
三
～
)
、
さ
ら
に
桝
本
紘
二
　
「
春
秋
正
義
訳
注
(
こ
」
　
(
高
知
大
學
教
育
學
部
研

究
報
告
二
-
三
二
一
九
八
〇
)
・
「
春
秋
正
義
訳
注
(
二
)
～
(
十
五
)
」
　
(
呉
工
業

高
等
専
門
學
校
研
究
報
告
一
六
～
二
四
一
九
八
一
～
一
九
八
九
)
等
が
著
作
さ
れ

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
未
完
の
ま
ま
で
中
止
さ
れ
た
。

⑤
　
拙
稿
「
諌
五
経
正
義
札
記
(
四
)
李
學
勤
主
将
『
標
鮎
本
十
三
脛
注
疏
(
簡
体
版
)
』
管

見
」
　
(
東
洋
古
典
學
研
究
第
日
集
　
二
〇
〇
一
)
・
「
讃
五
経
正
義
札
記
(
五
)
李
學
勒
主

編
『
標
鮎
本
十
三
経
注
疏
(
繁
体
版
)
』
管
見
」
　
(
東
洋
古
典
學
研
究
第
1
2
集
　
二
〇
〇

一
)
・
「
讃
五
経
正
義
札
記
(
六
)
国
立
締
譚
館
主
編
『
分
段
標
鮎
本
十
三
経
注
疏
』
管

見
」
　
(
東
洋
古
典
學
研
究
第
1
3
集
　
二
〇
〇
二
)
。
こ
の
三
篇
は
後
に
拙
著
『
十
三
経

注
疏
の
研
究
-
そ
の
語
法
と
侍
承
の
形
-
』
(
研
文
出
版
　
二
〇
〇
五
)
　
に
収
め
る
。

な
お
上
記
二
篇
の
李
學
勤
主
編
本
に
関
す
る
拙
稿
は
、
一
篇
に
ま
と
め
て
中
文
訳
の

形
で
、
『
中
國
哲
學
』
第
二
十
四
輪
(
遼
寧
教
育
出
版
社
　
二
〇
〇
二
)
　
に
「
讃
李
學

勤
主
編
之
《
標
鮎
本
十
三
脛
注
疏
》
」
と
し
て
採
録
さ
れ
た
。
ま
た
『
古
史
考
第
九
巻

(
民
間
論
三
代
)
』
(
海
南
出
版
社
　
二
〇
〇
三
)
　
に
も
再
録
さ
れ
て
い
る
。
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⑥
　
筆
者
の
『
春
秋
正
義
』
の
現
代
日
本
語
訳
は
、
先
ず
巻
一
は
『
春
秋
正
義
の
世
界
』

(
渓
水
杜
一
九
八
九
)
　
と
し
て
刊
行
し
、
次
い
で
科
研
報
告
書
と
し
て
『
春
秋
正

義
の
発
展
的
研
究
』
　
(
二
〇
〇
三
)
　
に
は
巻
二
を
、
『
春
秋
正
義
の
総
合
的
研
究
』
　
(
二

〇
〇
六
)
　
に
は
巻
三
・
巻
四
を
収
め
て
発
表
し
た
。
巻
二
以
降
は
、
翻
訳
(
訳
注
)
・

校
定
文
・
校
勘
記
の
三
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。

ま
た
校
勘
記
は
科
研
報
告
書
『
春
秋
正
義
の
基
礎
的
研
究
』
(
二
〇
〇
〇
)
中
に
「
春

秋
正
義
校
勘
記
」
と
し
て
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
を
、
次
い
で
『
春
秋
正
義
校
勘
記
　
(
巻

十
一
～
巻
十
八
』
(
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
第
6
3
号
特
輯
号
1
)
・
『
春
秋

正
義
校
勘
記
　
(
巻
十
九
～
巻
二
十
四
』
　
(
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
第
6
5
号

特
輯
号
1
)
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。
た
だ
こ
の
校
勘
記
は
、
「
足
利
十
行
本
」
と
「
慶

元
刊
八
行
本
」
　
を
調
査
す
る
以
前
の
検
討
の
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

校
勘
記
は
、
今
後
は
翻
訳
　
(
訳
注
)
・
校
定
文
と
併
せ
る
形
で
逐
次
発
表
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

⑦
　
但
以
革
車
方
活
、
羽
撤
交
流
、
崔
家
金
源
之
刻
、
尚
隔
目
視
、
清
宮
九
行
之
本
、
徒

螢
神
往
。
岡
羅
所
遠
、
惟
斯
痛
恨
。

⑧
　
北
京
図
書
館
編
『
中
國
版
刻
画
録
』
　
(
文
物
出
版
社
一
九
六
〇
)
　
に
は
以
下
の
よ

う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

尚
書
注
疏
　
題
渓
孔
安
國
、
唐
孔
頴
達
撰
　
蒙
古
刻
本
　
臨
扮
　
固
版
二
六
九

匡
高
二
一
・
五
度
米
、
贋
、
一
四
・
三
厘
米
。
十
三
行
、
行
二
十
六
字
至
二
十

九
字
不
等
。
注
疏
斐
行
、
行
三
十
三
字
至
三
十
五
字
不
等
。
白
口
、
四
周
壁

邊
。
序
後
新
離
纂
固
凡
十
九
園
、
地
理
園
題
平
水
劉
敏
仲
編
。
毎
春
後
附

稗
文
全
文
、
不
加
倒
節
。
観
版
式
紙
墨
刀
法
、
純
係
平
水
風
格
。
昔
時
所
刻

殆
遍
及
他
脛
、
除
尚
書
外
、
侍
世
尚
有
毛
詩
注
疏
残
業
。
刻
工
張
一
、
何
川
、

郵
恩
、
吉
「
　
揚
三
等
、
又
刻
琵
類
借
用
本
草
、
困
推
知
比
書
昔
是
蒙
古
刻

本
。
崔
氏
蛾
琴
銅
剣
棲
書
目
定
鳥
金
版
、
恐
不
確
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
崔
氏
餓
琴
銅
剣
棲
書
目
』
が
金
版
と
見
な
し
て
お
り
、
そ
れ
を

承
け
て
吉
川
氏
は
　
「
堤
家
金
源
之
刻
」
　
と
称
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は

金
版
で
は
な
く
、
蒙
古
刻
本
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
吉
川
氏
が
こ
れ
を
校
勘
の
資

料
に
用
い
な
か
っ
た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
、
そ
れ
ほ
ど
不
備
と
は
い
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
ま
た
李
致
忠
『
宋
版
書
叙
録
』
(
書
目
文
献
出
版
社
一
九
九
四
)
　
で
も
こ
の
版
本

を
取
り
挙
げ
て
い
る
が
、
李
氏
は
む
し
ろ
黄
唐
の
政
文
へ
の
関
心
が
高
い
よ
う
で
、

本
文
自
体
に
つ
い
て
の
新
知
見
は
見
ら
れ
な
い
。

⑨
　
然
皆
軍
疏
之
裔
、
十
行
之
倫
、
則
所
損
益
、
其
可
知
耳
。

⑳
　
拙
稿
「
貌
了
翁
『
春
秋
左
停
要
義
』
に
つ
い
て
」
　
(
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
5
3
巻

特
輯
号
1
一
九
九
三
)
参
照
。
後
に
『
五
経
正
義
の
研
究
-
そ
の
成
立
と
展
開
-
』

(
研
文
出
版
一
九
九
八
)
　
所
収
。

⑪
　
筆
者
は
『
周
易
正
義
』
　
の
諸
版
本
に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
「
廣
島
大
學

蔵
者
抄
本
『
周
易
正
義
』
に
つ
い
て
」
(
日
本
中
国
拳
骨
報
第
4
7
集
一
九
九
五
)
・
「
廣

島
大
學
蔵
者
抄
本
『
周
易
正
義
』
致
附
校
勘
記
」
　
(
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
5
5
巻
特

輯
号
1
　
一
九
九
五
　
後
に
『
五
経
正
義
の
研
究
-
そ
の
成
立
と
展
開
-
』
所
収
)

⑳
　
阿
部
氏
　
「
日
本
国
見
在
来
元
版
本
志
経
部
」
　
で
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

木
版
に
は
他
に
、
楊
守
敬
が
大
阪
に
て
購
得
し
て
後
に
南
皮
の
張
制
府
に
譲
り
、

今
北
京
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
る
存
十
六
巻
　
(
巻
七
・
八
、
一
九
・
二
〇
の
欠
巻

は
足
利
学
校
本
に
よ
る
影
抄
本
を
配
し
て
完
具
、
守
敬
の
蚊
を
附
し
、
楊
志
・

中
版
録
6
9
著
録
)
　
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
中
版
録
は
同
本
を
　
「
補
版
絶
少
」

と
記
し
て
い
る
。
本
版
が
通
行
の
十
行
本
以
下
の
諸
版
を
訂
補
す
べ
き
点
の
多

い
こ
と
は
七
経
孟
子
考
文
等
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
足
利
本
は
松
崎
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慄
堂
の
校
審
に
よ
り
弘
化
四
年
熊
本
藩
時
習
館
に
於
て
覆
刻
さ
れ
て
流
布
し
、

ま
た
漢
土
で
は
明
の
再
刊
本
や
民
国
刊
択
是
居
叢
書
初
筆
所
収
彷
宋
本
が
あ
る
。

⑬
　
山
口
・
桑
瀬
両
氏
は
　
「
北
京
八
行
本
」
を
　
「
古
逸
叢
書
第
三
編
」
を
用
い
て
検
討
さ

れ
て
る
。
し
か
し
筆
者
が
　
「
中
華
再
造
善
本
」
　
を
用
い
た
結
果
、
僅
か
な
が
ら
該
論

文
に
は
不
備
が
見
出
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
後
述
の
　
「
九
行
本
」
　
を
視
野
に
入
れ

て
い
な
い
た
め
、
若
干
の
誤
判
断
が
存
在
す
る
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
注
⑯
参
照
。

⑭
　
長
澤
氏
は
　
「
十
三
経
注
疏
版
本
略
説
」
　
に
先
立
つ
一
年
前
に
『
十
三
経
注
疏
影
譜
』

尚書正義版本小考(野間)

⑳　　⑬

(
日
本
書
誌
學
合
一
九
三
六
　
後
『
長
澤
規
短
也
著
作
集
』
所
収
)
　
を
刊
行
し
て

い
る
。
そ
こ
で
は
1
4
　
「
建
安
貌
賭
尉
宅
刊
本
尚
書
」
　
と
し
て
こ
の
版
本
の
巻
第
一
の

第
一
某
表
の
写
真
を
紹
介
し
て
い
る
。

呉
哲
夫
「
宋
版
附
搾
文
尚
書
注
疏
」
　
(
図
書
季
刊
二
一
巻
四
号
5
9
・
6
0
頁
一
九
七

三
)
　
は
筆
者
未
見
。

拙
稿
「
讃
五
経
正
義
札
記
(
九
)
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
『
附
釈
音
春
秋
左
伝
注
疏
』

に
つ
い
て
」
　
(
東
洋
古
典
學
研
究
第
1
8
集
　
二
〇
〇
四
)
　
参
照
。
な
お
こ
の
内
容
を
、

「
日
本
足
利
學
校
遺
蹟
園
書
館
蔵
『
附
搾
音
春
秋
左
俸
注
疏
』
考
」
　
と
し
て
、
二
〇

〇
五
年
十
一
月
に
台
湾
中
央
研
究
院
で
開
催
さ
れ
た
　
「
隋
唐
五
代
経
學
國
際
研
討
合
」

で
発
表
し
た
。

⑰
　
前
掲
山
口
・
桑
瀬
論
文
で
は
、
最
後
部
分
に
お
い
て
「
北
京
八
行
本
」
と
「
玩
刻
本
」

と
一
致
す
る
四
例
を
挙
げ
た
う
え
で
、
「
阪
元
が
こ
の
北
京
図
書
館
本
を
見
て
い
な
か

っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
校
勘
が
正
鵠
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
事
に
証
明

で
き
る
の
で
あ
る
」
　
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
　
「
阪
元
本
」
が
　
「
九
行
本
」

に
近
い
　
「
十
行
本
」
　
を
継
承
し
て
い
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

⑬
　
東
方
文
化
研
究
所
で
は
、
『
尚
書
正
義
定
本
』
に
続
け
て
『
毛
詩
正
義
定
本
』
を
作

成
す
る
予
定
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
残
念
な
が
ら
完
成
し
な
か
っ
た
。
こ
の

事
業
に
先
だ
っ
て
吉
川
氏
は
　
「
東
方
文
化
研
究
所
経
学
文
学
研
究
室
毛
詩
正
義
校
定

資
料
解
説
」
(
東
方
学
報
京
都
第
十
三
冊
第
二
分
一
九
四
三
年
　
全
集
第
十
巻
所
収
)

を
発
表
し
て
い
る
。
『
尚
書
正
義
定
本
』
に
も
そ
の
ま
ま
通
用
す
る
と
思
わ
れ
る
一
節

を
参
考
ま
で
に
附
記
す
る
。

し
か
し
、
山
井
氏
院
氏
の
業
績
は
、
果
た
し
て
完
好
で
あ
ろ
う
か
。
今
日
か
ら

見
れ
ば
、
甚
だ
し
く
不
備
な
も
の
と
、
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
一
は
、
資
料
の
不
備
で
あ
る
。
山
井
氏
に
し
ろ
、
院
氏
に
し
ろ
、
そ
の
日
に

し
た
資
料
は
、
采
版
以
後
の
資
料
で
あ
る
。
版
本
の
技
術
が
発
明
さ
れ
る
迄
の
写

本
の
資
料
は
、
僅
か
に
山
井
氏
が
足
利
学
校
の
古
写
本
を
利
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
る
に
今
日
で
は
、
版
本
以
前
の
写
本
が
、
陸
続
と
し
て
わ
が
国
か
ら
、
ま
た

焼
塩
の
石
室
か
ら
、
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
版
本
と
て
も
、
山
井
氏
玩
氏
の
見

る
に
及
ば
な
か
っ
た
旧
版
を
、
わ
れ
わ
れ
は
見
得
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
山
井
氏
も
玩
氏
も
、
そ
の
言
語
学
的
な
準
備
は
、
必
ず
し
も
充
分
で

な
か
っ
た
。
山
井
氏
の
場
合
は
、
時
代
の
環
境
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
し
、
院

氏
の
時
代
は
、
清
朝
小
学
の
最
盛
時
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
成
果
は
充
分

に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

第
三
に
、
山
井
氏
阪
氏
の
仕
事
は
、
要
す
る
に
諸
本
の
異
同
を
列
記
す
る
に
止

ま
る
。
そ
れ
で
は
後
学
は
適
従
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
真
の
校
訂
は
　
「
校
定
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
諸
本
の
異
字
の
う
ち
、
ど
れ
が
孔
穎
達
の
原
形
と
合
致
す

る
か
、
そ
れ
を
定
め
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
諸
本
と
も
に
通
じ
難
い

場
合
に
は
、
細
か
に
文
章
の
脈
絡
を
尋
ね
、
そ
の
背
後
に
あ
る
も
の
を
考
え
て
、

孔
氏
の
原
形
は
か
く
あ
る
べ
L
と
推
定
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
前
人
の

業
績
は
、
こ
の
段
階
に
は
な
お
遠
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
こ
に
わ
が
研
究
室
の
仕
事
が
、
必
要
と
な
る
理
由
が
あ
る
。
ま
ず
資
料
的
に
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わ
れ
わ
れ
は
優
位
に
立
つ
。
前
人
の
目
に
し
な
か
っ
た
資
料
を
目
に
し
得
る
ば
か

り
で
は
な
い
。
こ
の
事
業
に
最
も
必
要
な
資
料
は
、
ほ
か
で
も
な
く
我
が
国
に
伝

え
ら
れ
た
資
料
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
語
学
力
は
、
自
ず
か
ら

か
く
い
う
の
は
悼
り
あ
る
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ま
ず
現
在
学
界
の
、
最
高
水

準
に
立
つ
も
の
と
信
ず
る
。

閣
凪
　
二
〇
〇
二
年
九
月
、
筆
者
は
台
湾
中
央
研
究
院
中
國
文
哲
研
究
所
の
林
慶
彰
先
生

の
お
招
き
で
、
特
約
訪
問
学
人
と
し
て
　
「
《
五
経
正
義
》
之
研
究
」
　
と
題
す
る
専
題

演
講
を
行
っ
た
　
(
『
中
国
文
哲
研
究
通
訊
』
第
十
五
巻
第
二
期
　
二
〇
〇
五
年
所
収

通
訳
・
中
文
翻
訳
は
中
正
大
學
中
國
文
學
系
助
理
教
授
金
培
艶
氏
)
。
そ
の
際
、

歴
史
語
言
研
究
所
の
傾
鴻
森
先
生
よ
り
、
「
九
行
本
」
『
附
稗
文
尚
書
註
疏
』
に
つ

い
て
の
ご
教
示
を
受
け
た
。
本
稿
は
い
わ
ば
陳
先
生
か
ら
与
え
ら
れ
た
宿
題
に
対

す
る
答
案
で
あ
る
。
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(
本
稿
は
平
成
1
9
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
(
C
)
　
「
五
経
正
義
の
総
合
的
研
究
」
　
の
成

果
の
一
部
で
あ
る
。
)




